
 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

       ほかに何かありますでしょうか？今後の課題もでていますけれ

ども。この資料の「ショートムービーコンペティション」という

のは何回かやっている事業ですか？  

 

事 務 局：昨年までで６回実施していて、毎年実施しているものです。 

 

太田会長：ありがとうございます。ほかに意見はありますでしょうか？それ

では、その他として何かございますか。 

 

赤松委員：お金のことになりますが、今までも支援がなかったわけではなく

て、公共ホールと共催で、鑑賞事業をやったりですとかをしてき

ましたし、限られたお金の中で、どういったことができるか、先

ほども、子どもの頃からの体験が必要になってくるという発言も

いただきましたが、公共のホール以外の場所、あらゆる身近な場

所でも事業をやっていく工夫が必要ですし、お金を作るというこ

とですと、集めるための工夫が必要になってきますが、私たちも

金額を増やせる工夫をすることが必要になります。 

また、支援制度というと、単年度になりがちですが、青少年で

育成事業をするということであれば、2014 年に高校総合文化祭が

茨城県であったときは、つくば市でも開会式をやりましたが、２

年がかりで高校生が準備して、企画運営をしてきたわけですけれ

ども、このように文化芸術を行うのに単年度で成果が出るという

のはなかなか難しいと思いますので、単年度に縛られない枠組み

を検討してはいかがかと思います。 

 

（2）その他 
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つくば市文化芸術推進基本計画 

平成 31 年（2019 年） ３月 

つくば市 

〒305-8555 茨城県つくば市研究学園一丁目 1 番地 1 

℡：029-883-1111㈹ 

【表紙写真】

背景
•つくばメディアアートフェスティバル
　つくばエクスプレス「つくば駅」構内　特別展示

以下、右上より時計回り
•筑波大学と連携した市民参加型事業
　「夏休みアート・デイキャンプ」（筑波大学大石膏室）

•優れた芸術文化作品を身近に提供する事業
　「つくば市芸術文化事業」（つくばカピオ）

•地域資源を活用した野外美術展
　「アートセッションつくば」（筑波山麓）

•公募された市民合唱団による公演事業
　「つくばで第九」（ノバホール）

•つくばメディアアートフェスティバル
　ライブイベント「明和電機ミニライブ」（アルスホール）



はじめに 

文化芸術は、人々の精神活動の根幹であり、まちの成熟度をあ

らわすものです。人間の感性や受容性に影響するだけでなく、福

祉・教育・産業など、あらゆる分野とつながることで新しい可能

性を見いだすことができます。 

つくば市では平成 30 年（2018 年）２月に、全国自治体に先駆けてＳＤＧｓ（持続可

能な開発目標）に基づいた「持続可能都市ヴィジョン」を公表し、持続可能なまちづく

りに向けた取組を推進しています。ＳＤＧｓは「誰一人取り残さない」という社会包摂

の精神を基礎としており、多様性を受け入れる社会の土壌を築く文化芸術は、この理念

の達成に欠かすことができません。 

本計画では、つくば市に揃う１本１本の素晴らしい糸を連携させ、「まち」という大

きな布を織り上げるという思いから、基本理念を「アートで編む」としました。今後、

市民、行政、研究・教育機関等と、アートで織り込むように連携しながら、世界に誇れ

る、個性あるつくばの文化芸術の創造を推進していきます。 

本計画を策定するにあたり、御協力いただきました審議会委員の皆様はじめ、関係者、

関係団体の方々、貴重な御意見をお寄せいただきました市民の皆様に心からお礼を申し

上げます。 

   平成 31 年（2019 年）３月 

つくば市長 五 十 嵐 立 青    



つくば市は、万葉集にうたわれている関東の名峰「筑波山」をはじめとする日本ジ

オパークの認定を受けた豊かな自然と、教育・研究機関が集積する「筑波研究学園都

市」を有する、自然と科学が調和したまちです。文化芸術に関心を寄せる市民も多く、

質が高く多様性に富んだ文化芸術活動、イベントが行われています。 

文化芸術は、人々の豊かな創造力や感性、受容性を育むだけでなく、福祉・教育・

観光・まちづくり・国際交流・産業その他の関連分野と連携することで相乗効果を生

み出し、社会に新しい風を起こすきっかけとなることができます。 

我が国においては、平成 29 年６月に「文化芸術基本法」が大幅に改正され、平成

30年３月には「文化芸術推進基本計画（第１期）」が閣議決定されました。文化芸術

の固有の意義と本質的価値を尊重するとともに、その振興のみにとどまらず、文化芸

術がもつ社会的・経済的影響と価値を明確にし、活用することで、文化芸術の一層の

継承、発展及び創造につなげることを目指しています。 

つくば市においては、文化芸術の総合的かつ計画的な振興を図るため、平成 16 年

10月に「つくば市文化芸術振興基本条例」を制定し、平成 19 年４月には「つくば市

文化芸術の振興に関する基本的な方針（前期）」（以下「基本方針」という）を策定し

ました。また、平成 25年９月には内容の見直しを行い（後期）、文化芸術の振興に関

する施策に取り組んできました。「基本方針」では条例に掲げた文化芸術振興施策を

推進するため、前回の改定から５年後に改めて評価を行い、諸情勢の変化に応じて柔

軟かつ適切に見直しを行うことがうたわれています。 

また、平成30年２月に、つくば市は、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に基づい

た「持続可能都市ヴィジョン」を公表し、同年９月には「つくば市ＳＤＧｓ未来都市

計画」を策定しました。ＳＤＧｓの基本理念である「誰一人取り残さない」という包

摂の精神の達成にあたり、多様性を受け入れる社会の土壌を形成する文化芸術の力は

必要不可欠です。 

このような環境を踏まえ、つくば市は新たに「つくば市文化芸術推進基本計画」を

策定し、世界に誇れる、個性あるつくばの文化芸術の創造を継続して、計画的に推進

。すまきいてし

Ⅰ 計画の策定にあたって

１．計画策定の背景
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つくば市は、万葉集にうたわれている関東の名峰「筑波山」をはじめとする日本ジ

オパークの認定を受けた豊かな自然と、教育・研究機関が集積する「筑波研究学園都

市」を有する、自然と科学が調和したまちです。文化芸術に関心を寄せる市民も多く、

質が高く多様性に富んだ文化芸術活動、イベントが行われています。 

文化芸術は、人々の豊かな創造力や感性、受容性を育むだけでなく、福祉・教育・

観光・まちづくり・国際交流・産業その他の関連分野と連携することで相乗効果を生

み出し、社会に新しい風を起こすきっかけとなることができます。 

我が国においては、平成 29 年６月に「文化芸術基本法」が大幅に改正され、平成

30年３月には「文化芸術推進基本計画（第１期）」が閣議決定されました。文化芸術

の固有の意義と本質的価値を尊重するとともに、その振興のみにとどまらず、文化芸

術がもつ社会的・経済的影響と価値を明確にし、活用することで、文化芸術の一層の

継承、発展及び創造につなげることを目指しています。 

つくば市においては、文化芸術の総合的かつ計画的な振興を図るため、平成 16 年

10月に「つくば市文化芸術振興基本条例」を制定し、平成 19 年４月には「つくば市

文化芸術の振興に関する基本的な方針（前期）」（以下「基本方針」という）を策定し

ました。また、平成 25年９月には内容の見直しを行い（後期）、文化芸術の振興に関

する施策に取り組んできました。「基本方針」では条例に掲げた文化芸術振興施策を

推進するため、前回の改定から５年後に改めて評価を行い、諸情勢の変化に応じて柔

軟かつ適切に見直しを行うことがうたわれています。 

また、平成30年２月に、つくば市は、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）に基づい

た「持続可能都市ヴィジョン」を公表し、同年９月には「つくば市ＳＤＧｓ未来都市

計画」を策定しました。ＳＤＧｓの基本理念である「誰一人取り残さない」という包

摂の精神の達成にあたり、多様性を受け入れる社会の土壌を形成する文化芸術の力は

必要不可欠です。 

このような環境を踏まえ、つくば市は新たに「つくば市文化芸術推進基本計画」を

策定し、世界に誇れる、個性あるつくばの文化芸術の創造を継続して、計画的に推進

。すまきいてし

Ⅰ 計画の策定にあたって

１．計画策定の背景
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（１）計画の位置付け 

本計画は「つくば市文化芸術基本条例」に則って策定し、本市の既存関連計画及び

国や茨城県等の法や計画との整合性に配慮します。

（２）計画期間 

本計画は、国の文化芸術推進基本計画の計画期間に合わせ、2018年度から 2022 年

度までとします。以降、社会情勢等の外部環境の変化を踏まえて５年ごとに見直しを

行います。 

（３）計画の対象範囲 

文化芸術基本法およびつくば市の特性を考慮し、本計画では、以下の分野を「文化

芸術」の対象範囲とします。

分野 内容
芸術 文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踏、その他の芸術 

メディア芸術 
映画、漫画、アニメーション及びコンピュータ、その他の電子機器

等を利用した芸術 

伝統芸能 
雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踏、その他の我が国及び地域古来

の伝統的な芸能 

芸能（伝統芸能を除く） 講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱、その他の芸能 

生活文化 茶道、華道、書道、食文化、その他の生活に係る文化 

国民娯楽 囲碁、将棋、その他の国民的娯楽並びに出版物及びレコード等 

文化財 有形・無形の文化財等並びに、その保存技術 

つくば市 

文化芸術基本条例 

・つくば市未来構想 

・つくば市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

・持続可能都市ヴィジョン 

・つくば市 SDGｓ未来都市計画      等 

つくば市

文化芸術推進基本計画

文化芸術基本法 

文化芸術推進基本計画 

茨城県文化振興条例 

茨城県文化振興計画 

４．計画の概要

平成 29年６月に改正された「文化芸術基本法」では、文化芸術の振興にとどまら

ず、観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、産業その他の各関連分野における施

策を法律の範囲に取り込み、文化芸術により生み出される様々な価値を文化芸術の創

造、発展、継承及び教育に活用することが明記されています。 

また、平成 30 年３月に閣議決定された「文化芸術推進基本計画（第１期）」では、

今後の文化芸術政策の目指すべき姿が以下のように定められています。 

  目標１ 文化芸術の創造・発展・継承と教育 

  目標２ 創造的で活力ある社会 

  目標３ 心豊かで多様性のある社会 

  目標４ 地域の文化芸術を推進するプラットフォーム

平成 27 年 12月、県民一人一人が主役となって、茨城県文化のより一層の振興を図

ることを目指し「茨城県文化振興条例」を定めました。 

また、平成 29年３月には文化振興の具体的推進を図るための部門別計画として「茨

城県文化振興計画」を定めました。 

 ○目標 

県民一人ひとりが主役

文化が創る・つなぐ「人と地域が輝く いばらき」

〇基本的施策 

   ・人材の育成等 ・文化の振興

   ・文化的資産の活用等 ・文化活動の充実

   ・文化活動の支援体制の充実等

   ・いきいき茨城ゆめ国体・いきいき茨城ゆめ大会及び東京オリンピック・パラリ

ンピックを契機とした文化の向上

２．国の動向

３．茨城県の動向
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（１）計画の位置付け 

本計画は「つくば市文化芸術基本条例」に則って策定し、本市の既存関連計画及び

国や茨城県等の法や計画との整合性に配慮します。

（２）計画期間 

本計画は、国の文化芸術推進基本計画の計画期間に合わせ、2018 年度から 2022 年

度までとします。以降、社会情勢等の外部環境の変化を踏まえて５年ごとに見直しを

行います。 

（３）計画の対象範囲 

文化芸術基本法およびつくば市の特性を考慮し、本計画では、以下の分野を「文化

芸術」の対象範囲とします。

分野 内容
芸術 文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踏、その他の芸術 

メディア芸術 
映画、漫画、アニメーション及びコンピュータ、その他の電子機器

等を利用した芸術 

伝統芸能 
雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、組踏、その他の我が国及び地域古来

の伝統的な芸能 

芸能（伝統芸能を除く） 講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱、その他の芸能 

生活文化 茶道、華道、書道、食文化、その他の生活に係る文化 

国民娯楽 囲碁、将棋、その他の国民的娯楽並びに出版物及びレコード等 

文化財 有形・無形の文化財等並びに、その保存技術 

つくば市 

文化芸術基本条例 

・つくば市未来構想 

・つくば市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

・持続可能都市ヴィジョン 

・つくば市 SDGｓ未来都市計画      等 

つくば市

文化芸術推進基本計画

文化芸術基本法 

文化芸術推進基本計画 

茨城県文化振興条例 

茨城県文化振興計画 

４．計画の概要
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（２）市民の文化芸術活動の活性化 

文化芸術の鑑賞をはじめ、創作･体験活動を行う市民の裾野の拡大を図るとともに、

活動環境の発展のために、つくば市は以下の取組を推進しました。

【現状】

・音楽、古典芸能、演劇、落語、ダンス、美術等の芸術文化事業を開催し、鑑賞機会の

充実を図っている。 

・国際的に著名なアーティストを招へいし、「つくば国際音楽祭」を開催している。 

・市民参加型事業として、「市民文化祭」では市内７会場で市民の発表機会を提供し、

「つくばで第九」では、市民がプロの特別オーケストラやソリストと共演し、年末の

風物詩として認知されている。 

・芸術文化事業の体験型事業として、「夏休みアート・デイキャンプ」やワークショッ

プを実施し、多くの子ども達が参加しており、作品展や表彰を行っている。 

・教育委員会が、小中学校を対象に、芸術鑑賞事業を実施している。 

・公演の内容によって学生割引を実施している。 

・「チャレンジアートフェスティバル」にて障害者の社会参加促進事業を行っている。 

・アイラブつくばまちづくり補助金や国県等の助成制度を団体等に紹介している。 

・市広報紙やホームページ、出先機関へのチラシ配布等による情報配信を行っている。

・「つくばメディアアートフェスティバル」を筑波大学と協働で実施し、海外作家の作

品を特別展示している。芸術文化事業では、「夏休みアート・デイキャンプ」、「はじ

めての音楽会」を筑波大学と協働で実施している。

・文化協会への補助金交付及び市民文化祭参加団体への助成金交付を実施している。 

・文化芸術団体の作品展示を庁舎内で実施している。 

・文化団体登録や生涯学習指導者登録を活用し、人材の紹介を行っている。 

・市民文化祭において、姉妹都市交流事業で行った子どもの絵画等を展示している。 

・高エネルギー加速器研究機構と協働で、コンサートを開催している。

・「つくばショートムービーコンペティション」を筑波学院大学、筑波都市交通センタ

ーと協働で実施している。 

【課題】

・「市民文化祭」について、体験教室等の参加型イベントや、子ども達の作品展示を増

やし集客につなげることが課題となっている。 

・「つくばで第九」について、幅広い市民の参加が必要となっている。

・公演の内容等によっては、託児サービスを検討することが望ましい。 

・文化芸術団体等への支援強化策を検討する必要がある。 

・各種事業展開のための費用捻出が課題となっている。 

・文化芸術による障害者等の生活の質の向上支援が課題となっている。 

平成 25年 9月に見直しを行った「つくば市文化芸術の振興に関する基本的な方針」

で位置付けた 5 つの基本的施策について、これまでの取組状況を以下の通り整理・検

証します。

（１）つくば市の文化芸術振興支援体制の確立 

つくば市は文化芸術の振興に関連する政策への全庁的な取組の強化を図るととも

に、文化芸術振興支援体制を確立し、より一層の充実を目指しました。

【現状】

・市長部局の文化芸術課が総合的な文化芸術の企画調整部門の窓口となり、教育局

の文化財課が文化財関係を担当している。 

・（公財）つくば文化振興財団と連携した芸術文化事業を行っている。 

【課題】

・文化芸術課と文化財課の連携を強化し、伝統文化関係を含めたより総合的な文化

芸術振興を図る必要がある。 

・民間事業者と連携した施策展開について、より積極的に取り組む必要がある。 

・文化芸術振興を図る基金の設立などを検討することが望ましい。 

・文化芸術施策について、市民の意見を反映する仕組みを構築することが望ましい。

第12回つくばで第九

Ⅱ 文化芸術推進の現状と課題
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（２）市民の文化芸術活動の活性化 

文化芸術の鑑賞をはじめ、創作･体験活動を行う市民の裾野の拡大を図るとともに、

活動環境の発展のために、つくば市は以下の取組を推進しました。

【現状】

・音楽、古典芸能、演劇、落語、ダンス、美術等の芸術文化事業を開催し、鑑賞機会の

充実を図っている。 

・国際的に著名なアーティストを招へいし、「つくば国際音楽祭」を開催している。 

・市民参加型事業として、「市民文化祭」では市内７会場で市民の発表機会を提供し、

「つくばで第九」では、市民がプロの特別オーケストラやソリストと共演し、年末の

風物詩として認知されている。 

・芸術文化事業の体験型事業として、「夏休みアート・デイキャンプ」やワークショッ

プを実施し、多くの子ども達が参加しており、作品展や表彰を行っている。 

・教育委員会が、小中学校を対象に、芸術鑑賞事業を実施している。 

・公演の内容によって学生割引を実施している。 

・「チャレンジアートフェスティバル」にて障害者の社会参加促進事業を行っている。 

・アイラブつくばまちづくり補助金や国県等の助成制度を団体等に紹介している。 

・市広報紙やホームページ、出先機関へのチラシ配布等による情報配信を行っている。

・「つくばメディアアートフェスティバル」を筑波大学と協働で実施し、海外作家の作

品を特別展示している。芸術文化事業では、「夏休みアート・デイキャンプ」、「はじ

めての音楽会」を筑波大学と協働で実施している。

・文化協会への補助金交付及び市民文化祭参加団体への助成金交付を実施している。 

・文化芸術団体の作品展示を庁舎内で実施している。 

・文化団体登録や生涯学習指導者登録を活用し、人材の紹介を行っている。 

・市民文化祭において、姉妹都市交流事業で行った子どもの絵画等を展示している。 

・高エネルギー加速器研究機構と協働で、コンサートを開催している。

・「つくばショートムービーコンペティション」を筑波学院大学、筑波都市交通センタ

ーと協働で実施している。 

【課題】

・「市民文化祭」について、体験教室等の参加型イベントや、子ども達の作品展示を増

やし集客につなげることが課題となっている。 

・「つくばで第九」について、幅広い市民の参加が必要となっている。

・公演の内容等によっては、託児サービスを検討することが望ましい。 

・文化芸術団体等への支援強化策を検討する必要がある。 

・各種事業展開のための費用捻出が課題となっている。 

・文化芸術による障害者等の生活の質の向上支援が課題となっている。 
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（４）文化芸術活動に関する総合的な情報の収集と提供 

市民の活発な文化芸術活動を促すとともに、つくばの魅力をアピールし、内外と

の交流を発展させていくために、つくば市は文化芸術に関連する各種情報の収集及

び市民への積極的な提供に努めました。

【現状】

・つくば市内での文化芸術団体の活動状況を把握し、その情報を提供する事業とし

て「つくば市文化芸術団体情報登録事業」を実施し、フェイスブック等で広く周

知している。 

・広報紙やホームページ、フェイスブック等で文化芸術情報を発信している。

・地域情報紙やラヂオつくばでの広報等を実施し、広く提供している。

【課題】

・文化芸術団体について、より一層の情報収集を図りつつ、その把握だけでなく、

活用についても検討していく。 

（５）公益財団法人つくば文化振興財団との連携支援 

（公財）つくば文化振興財団については、これまでに蓄積してきた数々のノウハ

ウを財団法人つくば都市振興財団から受け継ぐだけでなく、芸術文化に特化した財

団として、よりつくばに根ざした、特色ある芸術文化事業を展開しており、多様な

ジャンルの公演を実施するため、共催事業に力を入れています。つくば市では、当

財団との協力関係をさらに深め、連携支援を目指しました。

【現状】

・財団との連携により、「つくば市芸術文化事業」として、音楽、演劇、芸能等の

公演や、「つくばで第九」などといった市民参加型の取組を行っている。

・ホームページを充実させ、チラシ等と合わせ広く情報提供している。

【課題】

・より質の高い、つくばらしい芸術文化事業の実施が求められる。 

（３）文化資源・施設の整備と活用 

つくば市の歴史的背景や文化的特色をいかした地域づくりを、教育・福祉・観光・

産業振興等に活用していくため、その方策や課題について、関係機関と連携協議を

積極的に図りました。また、市内に居住する人材や現在実施されている種々の文化

芸術事業、さらには市内全域にある文化施設を有効に活用し、地域全体を文化芸術

振興のステージとして活性化させることで、文化芸術都市としてのつくばを目指し

ました。

【現状】

・茨城県つくば美術館を利用して、「つくばメディアアートフェスティバル」、「夏

休みアート・デイキャンプ作品展」、「つくば美術展」を実施している。

・大学関連の施設利用として、「夏休みアート・デイキャンプ」を筑波大学と連携

し大学構内で実施している。

・つくばエクスプレスや圏央道の開通でつくばへのアクセスが向上している。 

・自然と共存する都市景観の創出事業として、筑波山の麓で野外美術展「アートセ

ッションつくば」を実施している。 

【課題】

・文化施設の改修や整備を計画的に進め、利用者が安全で安心に利用できる環境を

維持する必要がある。

・平沢官衙遺跡歴史ひろばや小田城跡歴史ひろば、中央公園のさくら民家園などの

施設の改修や整備が課題となっている。

・伝統文化、芸能団体の実態把握が課題となっている。 

ノバホール つくばカピオ
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（４）文化芸術活動に関する総合的な情報の収集と提供 

市民の活発な文化芸術活動を促すとともに、つくばの魅力をアピールし、内外と

の交流を発展させていくために、つくば市は文化芸術に関連する各種情報の収集及

び市民への積極的な提供に努めました。

【現状】

・つくば市内での文化芸術団体の活動状況を把握し、その情報を提供する事業とし

て「つくば市文化芸術団体情報登録事業」を実施し、フェイスブック等で広く周

知している。 

・広報紙やホームページ、フェイスブック等で文化芸術情報を発信している。

・地域情報紙やラヂオつくばでの広報等を実施し、広く提供している。

【課題】

・文化芸術団体について、より一層の情報収集を図りつつ、その把握だけでなく、

活用についても検討していく。 

（５）公益財団法人つくば文化振興財団との連携支援 

（公財）つくば文化振興財団については、これまでに蓄積してきた数々のノウハ

ウを財団法人つくば都市振興財団から受け継ぐだけでなく、芸術文化に特化した財

団として、よりつくばに根ざした、特色ある芸術文化事業を展開しており、多様な

ジャンルの公演を実施するため、共催事業に力を入れています。つくば市では、当

財団との協力関係をさらに深め、連携支援を目指しました。

【現状】

・財団との連携により、「つくば市芸術文化事業」として、音楽、演劇、芸能等の

公演や、「つくばで第九」などといった市民参加型の取組を行っている。

・ホームページを充実させ、チラシ等と合わせ広く情報提供している。

【課題】

・より質の高い、つくばらしい芸術文化事業の実施が求められる。 
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基本理念の実現に向けて、施策の基本的方向を設定します。

基本的方向① 文化芸術を創造するまち「つくば」 

つくば市民が生活の一部として文化芸術に親しめるように、誰もが身近に文化

芸術に触れることができ、また、自ら参加して創作できるような環境整備を進め

ます。さらに、文化芸術の創造・発展・継承に向けて、各種団体や人材の育成支

援などを展開することで「文化芸術を創造するまち つくば」を目指します。

基本的方向② 多様な文化と伝統が調和するまち「つくば」 

つくば市には、古くから続く集落や街並み、筑波研究学園都市の核となる研究

学園地区、つくばの開発シンボルであるつくばセンター地区などがあり、それぞ

れに特色のある歴史や文化があります。また、留学生をはじめ海外からの研究者

やその家族など多くの外国人が居住しています。これら個性の伸長と融合を図り、

「多様な文化と伝統が調和するまち つくば」を目指します。

基本的方向③ 新しい文化を創出するまち「つくば」 

つくば市は、既存の資源にとらわれず、未来を模索する科学やスタートアップ

産業に力を入れています。これらと文化芸術を融合、調和させることで相乗効果

を狙い、イノベーションを生み出す「新しい文化を創出するまち つくば」を目

指します。

基本的方向④ 自然が感性を培うまち「つくば」 

筑波山は広域にわたる住民の郷土文化の形成に深くかかわってきました。また、

豊かで美しい自然は、人々の感性を育ててきました。各種の市民活動や市の施策

展開において、自然との調和、共生の視点を踏まえて、貴重な環境資源を守り、

「自然が感性を培うまち つくば」を目指します。

基本的方向⑤ 文化芸術を実践するまち「つくば」 

つくば発の文化芸術について、文化芸術施策を展開するプラットフォームの形

成や文化施設の整備と活用、文化芸術情報の収集と提供などにより「文化芸術を

実践するまち つくば」を目指します。

２．基本的方向 

文化芸術は私たちに「問い」を与えてくれます。「自分とは何か」「他者とは何か」

「社会とは何か」…様々な疑問を投げかけてくれます。私たちは、すべての答えが正

解になる「問い」を考え続ける中で、「自分」を見つけ、「自分」とは違う「他者」を

見つけ、また「自分」も「他者」も認めることができるようになります。

日本語で「芸術」と訳される「art（アート）」という言葉の語源は、ラテン語の「ars
（アルス）」にさかのぼります。「自然」の対義語として、人の「技」や「技術」を表

していました。文化芸術は人間にしか生み出せないものであり、また、人間に影響を

与えていくものです。

文化芸術を鑑賞し、創造し、その恩恵を享受することは、年齢・国籍・経済的事情

等にかかわらず等しく、すべての人にとって欠かすことができません。

文化芸術のもつ多様性の対象は、人間の感性・精神性・思考に留まらず、福祉・教

育・産業・国際交流等の関連分野をも包括し、これらと有機的に結びつくことで、イ

ノベーションを起こすきっかけとなります。

「わたし」と「あなた」、「行政」と「市民」、「大学」と「研究機関」など、異なる

主体や立場がそれぞれ文化芸術に取り組み、時に連携し、つながること。

「自然」「科学」「国際交流」など、つくば市の多面的な魅力を、文化芸術の力で有

機的に結びつけ、新しい価値を創造すること。

つくば市は、文化芸術によって、１本１本の素晴らしい糸を連携させていくことで、

新しい文化芸術を創造し、大きな「まち」という布を織ることを目指します。

Ⅲ 文化芸術推進の基本的方向

１．基本理念「  アートで編む  」

8



基本理念の実現に向けて、施策の基本的方向を設定します。

基本的方向① 文化芸術を創造するまち「つくば」 

つくば市民が生活の一部として文化芸術に親しめるように、誰もが身近に文化

芸術に触れることができ、また、自ら参加して創作できるような環境整備を進め

ます。さらに、文化芸術の創造・発展・継承に向けて、各種団体や人材の育成支

援などを展開することで「文化芸術を創造するまち つくば」を目指します。

基本的方向② 多様な文化と伝統が調和するまち「つくば」 

つくば市には、古くから続く集落や街並み、筑波研究学園都市の核となる研究

学園地区、つくばの開発シンボルであるつくばセンター地区などがあり、それぞ

れに特色のある歴史や文化があります。また、留学生をはじめ海外からの研究者

やその家族など多くの外国人が居住しています。これら個性の伸長と融合を図り、

「多様な文化と伝統が調和するまち つくば」を目指します。

基本的方向③ 新しい文化を創出するまち「つくば」 

つくば市は、既存の資源にとらわれず、未来を模索する科学やスタートアップ

産業に力を入れています。これらと文化芸術を融合、調和させることで相乗効果

を狙い、イノベーションを生み出す「新しい文化を創出するまち つくば」を目

指します。

基本的方向④ 自然が感性を培うまち「つくば」 

筑波山は広域にわたる住民の郷土文化の形成に深くかかわってきました。また、

豊かで美しい自然は、人々の感性を育ててきました。各種の市民活動や市の施策

展開において、自然との調和、共生の視点を踏まえて、貴重な環境資源を守り、

「自然が感性を培うまち つくば」を目指します。

基本的方向⑤ 文化芸術を実践するまち「つくば」 

つくば発の文化芸術について、文化芸術施策を展開するプラットフォームの形

成や文化施設の整備と活用、文化芸術情報の収集と提供などにより「文化芸術を

実践するまち つくば」を目指します。

２．基本的方向 

9



（１）文化芸術に接する機会の拡充 

「つくば国際音楽祭」や芸術文化事業など、市民が音楽、演劇、舞踊、古典芸

能から現代アートまで幅広い分野にわたる優れた芸術作品に触れ、楽しむ鑑賞機

会の充実を図ります。また、文化芸術の本質的な価値を伝えるため、鑑賞者の理

解、育成等を目的とした文化芸術関連ワークショップの開催を図ります。 

「市民文化祭」や「つくばで第九」など、市民が参加できる事業の充実と多様

化を図る一方で、市民自らが主体的に取り組む文化芸術の創造、表現活動を積極

的に推奨し、推進していきます。 

（２）すべての人にとって文化芸術が身近にある環境づくり 

年齢、国籍、障害の有無、経済的な事情または居住する地域等によらず等しく、

すべての人が文化芸術を鑑賞し、参加し、創造し、この恩恵を受けられる環境づ

くりを行います。 

具体的には、「夏休みアート・デイキャンプ」、「豊かな心育成事業」など児童、

生徒等の文化芸術体験および鑑賞活動を推進するとともに託児サービスや学生割

引など世代に合わせた付加サービスの充実を図ります。 

「チャレンジアートフェスティバル」をはじめ、障害者等が文化芸術の場にお

いて才能を発揮する機会を提供することで、障害者等の生活の質の向上を目指す

とともに、相互理解や受容性を育みます。 

主要施策 主管課 

・鑑賞機会の充実 

・鑑賞者向けワークショップの充実 

・市民参加型事業の充実と多様化 

・市民主体の文化芸術活動の推進 

文化芸術課 

文化芸術課 

文化芸術課 

文化芸術課 

主要施策 主管課 

・児童、生徒等の文化芸術体験活動の推進 

・児童、生徒等の文化芸術鑑賞活動の推進 

・世代に合わせた付加サービスの充実 

・文化芸術による障害者等の生活の質の向上 

文化芸術課 

文化芸術課・教育総務課 

文化芸術課 

障害福祉課・文化芸術課 

１．文化芸術を創造するまち「つくば」

文化芸術推進の基本施策を以下のとおり設定します。

Ⅳ 文化芸術推進の基本施策

ア
ー
ト
で
編
む

基本的方向①
文化芸術を創造するまち
「つくば」

基本施策１
文化芸術に接する機会の拡充

基本施策３
文化芸術に資する人材の育成と活用

基本施策４
地域に根付いた伝統の継承・発展

基本施策５
多文化共生による文化芸術の振興

基本施策６
科学と融合した文化芸術の振興

基本施策７
文化芸術によるイノベーションの創出

基本施策８
自然との共生による文化芸術の振興

基本施策９
プラットフォームの形成

基本施策10
文化施設の整備と活用

基本施策11
文化芸術情報の収集と提供

基本施策２
すべての人にとって
文化芸術が身近にある環境づくり

基本的方向②
多様な文化と伝統が調和
するまち「つくば」

基本的方向③
新しい文化を創出する
まち「つくば」

基本的方向④
自然が感性を培うまち
「つくば」

基本的方向⑤
文化芸術を実践するまち
「つくば」
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（１）文化芸術に接する機会の拡充 

「つくば国際音楽祭」や芸術文化事業など、市民が音楽、演劇、舞踊、古典芸

能から現代アートまで幅広い分野にわたる優れた芸術作品に触れ、楽しむ鑑賞機

会の充実を図ります。また、文化芸術の本質的な価値を伝えるため、鑑賞者の理

解、育成等を目的とした文化芸術関連ワークショップの開催を図ります。 

「市民文化祭」や「つくばで第九」など、市民が参加できる事業の充実と多様

化を図る一方で、市民自らが主体的に取り組む文化芸術の創造、表現活動を積極

的に推奨し、推進していきます。 

（２）すべての人にとって文化芸術が身近にある環境づくり 

年齢、国籍、障害の有無、経済的な事情または居住する地域等によらず等しく、

すべての人が文化芸術を鑑賞し、参加し、創造し、この恩恵を受けられる環境づ

くりを行います。 

具体的には、「夏休みアート・デイキャンプ」、「豊かな心育成事業」など児童、

生徒等の文化芸術体験および鑑賞活動を推進するとともに託児サービスや学生割

引など世代に合わせた付加サービスの充実を図ります。 

「チャレンジアートフェスティバル」をはじめ、障害者等が文化芸術の場にお

いて才能を発揮する機会を提供することで、障害者等の生活の質の向上を目指す

とともに、相互理解や受容性を育みます。 

主要施策 主管課 

・鑑賞機会の充実 

・鑑賞者向けワークショップの充実 

・市民参加型事業の充実と多様化 

・市民主体の文化芸術活動の推進 

文化芸術課 

文化芸術課 

文化芸術課 

文化芸術課 

主要施策 主管課 

・児童、生徒等の文化芸術体験活動の推進 

・児童、生徒等の文化芸術鑑賞活動の推進 

・世代に合わせた付加サービスの充実 

・文化芸術による障害者等の生活の質の向上 

文化芸術課 

文化芸術課・教育総務課 

文化芸術課 

障害福祉課・文化芸術課 

１．文化芸術を創造するまち「つくば」
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（１）地域に根付いた伝統の継承 

つくばに根付く、歴史的、芸術的、学術的な魅力・価値を有する有形・無形の

文化財等、地域の貴重な文化資源を保存、継承します。つくば市の歴史や文化財

を学ぶ伝統文化教育を推進し、次代を担う子ども達へ伝えます。また、市内の民

俗芸能のうち、重要なものを無形民俗文化財として指定して支援し、未指定の民

俗芸能も活躍の場を提供して保護や継承を図ります。平沢官衙遺跡、小田城跡を

はじめとした文化財等や民家園など、つくば市にある文化資源を保存していくと

ともに、郷土に対する理解を深める憩いの環境を提供し、観光誘客イベントなど

で、観光資源としても活用していきます。 

（２）多文化共生による文化芸術の振興 

地域における異文化理解と多文化共生社会の促進に向けて、文化芸術を通じた

市民の相互理解、訪日外国人観光の促進につなげます。 

「国際交流フェア」や姉妹都市との文化交流を実施し、市民の異文化理解の機

会を提供・拡充するとともに、多言語での情報提供により、在留外国人の方にも

公演情報等を広く正確に告知していきます。国際会議など、海外から多くの来訪

者がある機会において、つくば市の文化芸術を積極的にＰＲします。また、アー

ティストがつくば市に一定期間滞在して、市民や地域と相互に刺激を受けながら

文化芸術の創造・制作活動を行うアーティスト・イン・レジデンスを促進します。

主要施策 主管課 

・文化財等の保存と有効活用 

・郷土の伝統文化、芸能の保護・継承 

・文化資源活用事業の充実 

文化財課・生涯学習推進課 

文化財課・文化芸術課 

文化芸術課・観光推進課 

主要施策 主管課 

・在住外国人や姉妹都市を通しての異文化理解と多文化

共生社会の促進

・多言語による情報提供

・国際都市にふさわしい魅力ある文化芸術事業の確立

・つくばの多様な魅力の世界への発信

・アーティスト・イン・レジデンスの促進

国際交流室 

国際交流室 

文化芸術課・国際交流室 

文化芸術課・国際交流室 

文化芸術課 

２．多様な文化と伝統が調和するまち「つくば」 
（３）文化芸術に資する人材の育成と活用 

つくばで活躍する芸術家を支援するとともに、つくばで芸術家を目指す若い世

代と、その指導者の育成を図ります。また、（仮称）つくば文化芸術賞、文化芸術

振興功労賞等の新設と、各選考委員会の設置などにより、文化芸術活動で顕著な

成果を収めた者及び文化芸術の振興に寄与した人を顕彰します。 

質の高い文化芸術活動に欠かせない文化施設や文化芸術団体の経営者、企画・

広報やマーケティング等に従事するアートマネジメント人材、舞台技術者・技能

者、美術館等における学芸員、文化芸術活動ボランティアなど、文化芸術に資す

る人材の育成と活用を推進します。 

主要施策 主管課 

・つくば在住の芸術家への支援と指導者の育成 

・各種文化芸術を担う人材育成事業の推進 

・（仮称）つくば文化芸術賞の設置 

・文化芸術振興功労賞等の創設 

・文化芸術活動ボランティアの育成 

文化芸術課 

文化芸術課 

文化芸術課 

文化芸術課 

文化芸術課 

子供のためのシェイクスピア「ロミオとジュリエット」
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（１）地域に根付いた伝統の継承 

つくばに根付く、歴史的、芸術的、学術的な魅力・価値を有する有形・無形の

文化財等、地域の貴重な文化資源を保存、継承します。つくば市の歴史や文化財

を学ぶ伝統文化教育を推進し、次代を担う子ども達へ伝えます。また、市内の民

俗芸能のうち、重要なものを無形民俗文化財として指定して支援し、未指定の民

俗芸能も活躍の場を提供して保護や継承を図ります。平沢官衙遺跡、小田城跡を

はじめとした文化財等や民家園など、つくば市にある文化資源を保存していくと

ともに、郷土に対する理解を深める憩いの環境を提供し、観光誘客イベントなど

で、観光資源としても活用していきます。 

（２）多文化共生による文化芸術の振興 

地域における異文化理解と多文化共生社会の促進に向けて、文化芸術を通じた

市民の相互理解、訪日外国人観光の促進につなげます。 

「国際交流フェア」や姉妹都市との文化交流を実施し、市民の異文化理解の機

会を提供・拡充するとともに、多言語での情報提供により、在留外国人の方にも

公演情報等を広く正確に告知していきます。国際会議など、海外から多くの来訪

者がある機会において、つくば市の文化芸術を積極的にＰＲします。また、アー

ティストがつくば市に一定期間滞在して、市民や地域と相互に刺激を受けながら

文化芸術の創造・制作活動を行うアーティスト・イン・レジデンスを促進します。

主要施策 主管課 

・文化財等の保存と有効活用 

・郷土の伝統文化、芸能の保護・継承 

・文化資源活用事業の充実 

文化財課・生涯学習推進課 

文化財課・文化芸術課 

文化芸術課・観光推進課 

主要施策 主管課 

・在住外国人や姉妹都市を通しての異文化理解と多文化

共生社会の促進

・多言語による情報提供

・国際都市にふさわしい魅力ある文化芸術事業の確立

・つくばの多様な魅力の世界への発信

・アーティスト・イン・レジデンスの促進

国際交流室 

国際交流室 

文化芸術課・国際交流室 

文化芸術課・国際交流室 

文化芸術課 

２．多様な文化と伝統が調和するまち「つくば」 
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（１）自然との共生による文化芸術の振興 

筑波山を筆頭とするつくばの豊かで美しい自然との共生による文化芸術の振興

を図り、自然環境を活かした文化芸術事業の展開や、都市景観の創出を実現させ

ます。 

（１）プラットフォームの形成 

多様な人材や文化芸術団体・諸機関が連携・協働し、持続可能な文化芸術を推

進するためのプラットフォーム形成を図ります。 

現在実施している「つくば市文化芸術団体情報登録事業」をより具体的に活用

し、文化芸術団体の活躍の場を提供します。また、市が行う芸術文化事業につい

て評価機能を設け、文化芸術専門組織や専門職員等を充実するなど、より創造的

でつくば独自の魅力あるものになるよう推進します。廃校利用等により文化芸術

創造拠点を形成し、あらゆる文化芸術活動のバックアップを目指すと同時に、つ

くば発の文化芸術のアーカイヴ構築を目指します。加えて、市民がより主体的に

文化芸術を創造・表現する環境を整えるとともに、つくば市から次代の文化芸術

を担うアーティストを輩出するため、新しい支援制度を構築します。 

主要施策 主管課 

・自然環境との共存を図る事業の充実 

・自然と共存する都市景観の創出 

文化芸術課 

都市計画課 

主要施策 主管課 

・多様な文化芸術活動を相互に結ぶコーディネート機能の

形成 

・文化芸術創造拠点の形成 

・つくば発の文化芸術のアーカイヴの構築 

・市、教育委員会（学校含む）、つくば文化振興財団、市

民、文化芸術団体、大学、研究機関、企業等とのネット

ワークの構築 

・文化芸術活動を行う個人、団体への新たな支援制度の

構築 

文化芸術課 

文化芸術課 

文化芸術課 

文化芸術課・教育総務課・ 

産業振興課 

文化芸術課 

４．自然が感性を培うまち「つくば」 

５．文化芸術を実践するまち「つくば」 

（１）科学と融合した文化芸術の振興 

つくば市の強みであり地域資源である「科学」と芸術との融合による新たな文

化芸術の振興を図ります。 

メディア芸術など新たな文化芸術は、制作する立場に立って初めて意図のわか

るものも多くあります。このようなワークショップを充実させることによって、

鑑賞者の理解、育成等を促進していきます。加えて、つくば発の芸術家等の新た

な取組に対する支援を強化します。 

（２）文化芸術によるイノベーションの創出 

つくば市の文化芸術資源の価値創造に向けて、新たなビジネスモデルの創出や

産業と市場の育成、他分野への活用を図ることなどにより文化芸術自体のイノベ

ーションを実現します。食や生活文化など文化芸術を利用した産業・観光の推進

をはかるとともに、それらを支えるクリエイティブな人材が活躍できるまちづく

りを推進し、地域の活性化につなげます。また、スポーツも人々の文化活動から

生まれたものです。スポーツを「する」だけでなく「みる」、「ささえる」ことも

個人の身体・精神・社会活動に大きな影響を与えます。これらの活動を促進する

ことで、まち全体を活性化させることに繋がります。

主要施策 主管課 

・新たな文化芸術の推進 

・新たな文化芸術関連ワークショップの充実 

・つくば発の、新たな文化芸術を創造する芸術家への支援

強化 

文化芸術課・科学技術振

興課 

文化芸術課 

文化芸術課 

主要施策 主管課 

・民間企業との連携による文化芸術の発展 

・クリエイティブ産業による人材育成及び地域の活性化 

・食や生活文化など文化芸術を利用した産業・観光の推

進 

・スポーツ文化による地域の活性化 

文化芸術課・産業振興課・ス

タートアップ推進室 

産業振興課・スタートアップ

推進室 

産業振興課・スタートアップ

推進室・観光推進課 

スポーツ振興課・文化芸術課 

３．新しい文化を創出するまち「つくば」 
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（１）自然との共生による文化芸術の振興 

筑波山を筆頭とするつくばの豊かで美しい自然との共生による文化芸術の振興

を図り、自然環境を活かした文化芸術事業の展開や、都市景観の創出を実現させ

ます。 

（１）プラットフォームの形成 

多様な人材や文化芸術団体・諸機関が連携・協働し、持続可能な文化芸術を推

進するためのプラットフォーム形成を図ります。 

現在実施している「つくば市文化芸術団体情報登録事業」をより具体的に活用

し、文化芸術団体の活躍の場を提供します。また、市が行う芸術文化事業につい

て評価機能を設け、文化芸術専門組織や専門職員等を充実するなど、より創造的

でつくば独自の魅力あるものになるよう推進します。廃校利用等により文化芸術

創造拠点を形成し、あらゆる文化芸術活動のバックアップを目指すと同時に、つ

くば発の文化芸術のアーカイヴ構築を目指します。加えて、市民がより主体的に

文化芸術を創造・表現する環境を整えるとともに、つくば市から次代の文化芸術

を担うアーティストを輩出するため、新しい支援制度を構築します。 

主要施策 主管課 

・自然環境との共存を図る事業の充実 

・自然と共存する都市景観の創出 

文化芸術課 

都市計画課 

主要施策 主管課 

・多様な文化芸術活動を相互に結ぶコーディネート機能の

形成 

・文化芸術創造拠点の形成 

・つくば発の文化芸術のアーカイヴの構築 

・市、教育委員会（学校含む）、つくば文化振興財団、市

民、文化芸術団体、大学、研究機関、企業等とのネット

ワークの構築 

・文化芸術活動を行う個人、団体への新たな支援制度の

構築 

文化芸術課 

文化芸術課 

文化芸術課 

文化芸術課・教育総務課・ 

産業振興課 

文化芸術課 

４．自然が感性を培うまち「つくば」 

５．文化芸術を実践するまち「つくば」 
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（１）つくば市の役割 

市は、将来にわたって市民が文化芸術を創造し、享受し、発展させることができる

よう、市民の文化芸術に対する関心及び理解を深めるよう努めることが求められます。

そのためには、本計画に則り、つくば市の特性に応じた文化芸術に関する施策を、

総合的かつ計画的に推進するとともに、市民の自主的かつ主体的な文化芸術活動の促

進及び支援を行う必要があります。 

（２）文化芸術活動を行う団体等の役割 

文化芸術活動を行う団体等は、つくば市の文化芸術をリードするとともに、次世代

の芸術家を育てていく役割が求められます。日々の活動の成果を発表する場である、

演奏会、発表会、展示会などを関係機関等と連携・協力しながら実施するなど、市民

が文化芸術に触れる機会を積極的に後押しすることが期待されます。 

（３）公益財団法人つくば文化振興財団の役割 

（公財）つくば文化振興財団には、広く文化芸術の振興に資する諸事業を行い、公

益法人としてつくば市の発展に貢献することが求められます。つくば市や他の文化芸

術団体等との連携強化を図りながら、より質の高いつくばらしい芸術文化事業を展開

する役割が期待されます。 

（４）企業・事業者の役割 

企業・事業者も文化芸術活動を担う地域の一員であり、日常的な経済活動や社会貢

献活動を通じて文化芸術振興に貢献することが求められます。従業員の文化芸術活動

参画を理解するとともに、民間ならではのノウハウや資源を活かした支援を展開する

役割が期待されます。 

（５）大学・研究機関等の役割 

つくば市の地域特性である市内に立地する大学・研究機関等は、その専門性を活か

した文化芸術活動の振興支援を担う役割が求められます。関係機関と連携した事業展

開を図るとともに、自らが主体となった特色のある文化芸術事業を実施することが期

待されます。 

Ⅴ 実現に向けた推進体制 

１．推進体制

（２）文化施設の整備と活用 

文化芸術の創造の場とともに、保存・継承、交流拠点など幅広い役割を果たし

ている文化施設の整備と活用を進めます。 

具体的には、つくばカピオ、ノバホール、中央図書館、市民ホール、地域交流

センター、ふれあいプラザ、アルスホール、つくば市民ギャラリー等の適切な整

備・管理・運営に努めます。 

また、茨城県つくば美術館、国際会議場など県の文化施設や大学関連施設・民

間施設等との連携により文化芸術活動の拠点の充実を図ります。 

加えて、「つくばペデカフェプロジェクト」など、公共空間の活用による賑わい

創出に努めます。

（３）文化芸術情報の収集と提供 

文化芸術に関する情報の収集と提供に努め、市民の活発な文化芸術活動を促す

とともに、つくばの魅力をＰＲし、内外との交流につなげます。 

具体的には、市内で行われている文化芸術活動の情報収集に努めるとともに、

ケーブルテレビや地域情報誌、つくば市の広報紙やホームページを活用して、積

極的な情報提供を行います。 

また、ソーシャルネットワークサービスやポスター、チラシの活用などによる

情報発信・拡散にも努めます。 

主要施策 主管課 

・つくば市の文化施設の整備と活用 

・県の文化施設、大学関連施設及び市内の民間施設等との

連携強化 

・公共空間の活用によるにぎわい創出 

文化芸術課・中央図書館 

文化芸術課・中央図書館 

文化芸術課・学園地区市

街地振興室 

主要施策 主管課 

・つくば市内の文化芸術活動情報の収集 

・ケーブルテレビ、地域情報誌等の有効活用 

・市の広報媒体の有効活用 

・ソーシャルネットワークサービスの有効活用 

・つくば市内外へ向けた、文化芸術活動に関する情報提供 

文化芸術課 

文化芸術課 

文化芸術課・広報戦略課 

文化芸術課 

文化芸術課 
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（１）つくば市の役割 

市は、将来にわたって市民が文化芸術を創造し、享受し、発展させることができる

よう、市民の文化芸術に対する関心及び理解を深めるよう努めることが求められます。

そのためには、本計画に則り、つくば市の特性に応じた文化芸術に関する施策を、

総合的かつ計画的に推進するとともに、市民の自主的かつ主体的な文化芸術活動の促

進及び支援を行う必要があります。 

（２）文化芸術活動を行う団体等の役割 

文化芸術活動を行う団体等は、つくば市の文化芸術をリードするとともに、次世代

の芸術家を育てていく役割が求められます。日々の活動の成果を発表する場である、

演奏会、発表会、展示会などを関係機関等と連携・協力しながら実施するなど、市民

が文化芸術に触れる機会を積極的に後押しすることが期待されます。 

（３）公益財団法人つくば文化振興財団の役割 

（公財）つくば文化振興財団には、広く文化芸術の振興に資する諸事業を行い、公

益法人としてつくば市の発展に貢献することが求められます。つくば市や他の文化芸

術団体等との連携強化を図りながら、より質の高いつくばらしい芸術文化事業を展開

する役割が期待されます。 

（４）企業・事業者の役割 

企業・事業者も文化芸術活動を担う地域の一員であり、日常的な経済活動や社会貢

献活動を通じて文化芸術振興に貢献することが求められます。従業員の文化芸術活動

参画を理解するとともに、民間ならではのノウハウや資源を活かした支援を展開する

役割が期待されます。 

（５）大学・研究機関等の役割 

つくば市の地域特性である市内に立地する大学・研究機関等は、その専門性を活か

した文化芸術活動の振興支援を担う役割が求められます。関係機関と連携した事業展

開を図るとともに、自らが主体となった特色のある文化芸術事業を実施することが期

待されます。 

Ⅴ 実現に向けた推進体制 

１．推進体制
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本市が目指す「アートで編む」の実現に向けて、自己評価をするとともに、次に掲

げる評価指標を本計画における数値目標として定めます。施策全体の成果を判断する

指標として活用し、本計画の取り組みを進めます。なお、個別の施策については、見

直しの際に個別に評価するものとします。 

標目状現標指果成

文化芸術振興の現状についての満足度＊１
（2017年度） 

43.1％ 

（2021 年度） 

44.9％ 

＊１：「つくば市民意識調査」の結果を反映 

標目状現標指果成

基本施策に係る満足度＊2 ）度年2202（）度年8102（

％1.62充拡の会機るす接に術芸化文 28.1％

すべての人にとって文化芸術が身近にある環境づくり 23.0％ 25.0％

％0.21用活と成育の材人るす資に術芸化文 14.0％

％0.71展発・承継の統伝たい付根に域地 19.0％

％1.42興振の術芸化文るよに生共化文多 26.1％

％0.12興振の術芸化文たし合融と学科 23.0％

％8.21出創のンョシーベノイるよに術芸化文 14.8％

％7.91興振の術芸化文るよに生共のと然自 21.7％

％0.11成形のムーォフトッラプ 13.0％

％4.92用活と備整の設施化文 31.4％

％2.81供提と集収の報情術芸化文 20.2％

＊２：「文化芸術に関する市民意識調査」の結果を基本施策ごとに反映 

（資料編３．「文化芸術市民意識調査報告書（概要版）」参照） 

２．計画の指標 
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平成 16 年 9 月 29 日 

条例第 35 号 

資料編

１．つくば市文化芸術基本条例 

目次

前文

第１章 総則（第１条－第５条）

第２章 基本計画（第６条）

第３章 文化芸術に関する施策の推進（第７条）

第４章 文化芸術審議会（第８条－第１４条）

附則

つくば市は、万葉集にうたわれている名峰筑波山を仰ぐ緑豊かな田園地帯の中にあって、世界に誇る

研究学園都市を有し、日本の伝統的生活文化を育みつつ、国際的学術文化都市として成長を続けている。

このような中、私たちは、多様な文化芸術の恵沢を享受して暮らしてきた。

文化芸術は、人間の精神活動の根幹であり、まちの成熟度をあらわすものである。人々の豊かな創造

力や感性、受容性を育むだけでなく、福祉、教育、観光、まちづくり、国際交流、産業その他の関連分

野と連携することで相乗効果を生み出すことができる。

よって、ここに、文化芸術に関する施策についての基本理念と方向性を明らかにし、文化芸術に関す

る施策の総合的かつ計画的な推進を図り、心豊かで活力のある市民生活の実現に寄与するため、この条

例を制定する。

第１章 総則

（目的）

第１条 この条例は、文化芸術に関する施策の基本理念を定め、市の責務並びに文化芸術に関する活動

（以下「文化芸術活動」という。）を行う団体（以下「文化芸術団体」という。）及び事業者の役割を

明らかにするとともに、文化芸術に関する施策の基本となる事項を定めることにより、文化芸術活動

を行う者（文化芸術団体を含む。以下同じ。）の自主的な活動の促進を旨として、文化芸術に関する施

策の総合的かつ計画的な推進を図り、もって心豊かで活力のある市民生活の実現に寄与することを目

的とする。

（基本理念）

第２条 文化芸術に関する施策の推進に当たっては、文化芸術活動を行う者の自主性及び創造性が十分

に尊重されなければならない。

２ 文化芸術に関する施策の推進に当たっては、文化芸術活動が活発に行われるような環境を醸成する

ことを旨として文化芸術の発展が図られなければならない。

３ 文化芸術に関する施策の推進に当たっては、多様な文化芸術の保護及び発展が図られなければなら

ない。

４ 文化芸術に関する施策の推進に当たっては、市民により主体的に文化芸術活動が行われるよう配慮

するとともに、つくば市の歴史、風土等を反映した特色ある文化芸術の発展が図られなければならな

い。

５ 文化芸術に関する施策の推進に当たっては、文化芸術活動を行う者その他市民の意見が広く反映さ

れるよう十分配慮されなければならない。

（市の責務）

第３条 市は、前条の基本理念にのっとり、つくば市の特性に応じた文化芸術に関する施策を総合的か

つ計画的に推進するとともに、市民の自主的かつ主体的な文化芸術活動を促進する責務を有する。

 （市民の関心及び理解）

第４条 市は、将来にわたって市民が文化芸術を創造し、享受し、及び発展させることができるよう、

市民の文化芸術に対する関心及び理解を深めるように努めなければならない。
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条例第 35 号 
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１．つくば市文化芸術基本条例 

目次
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第１章 総則（第１条－第５条）

第２章 基本計画（第６条）

第３章 文化芸術に関する施策の推進（第７条）

第４章 文化芸術審議会（第８条－第１４条）

附則

つくば市は、万葉集にうたわれている名峰筑波山を仰ぐ緑豊かな田園地帯の中にあって、世界に誇る

研究学園都市を有し、日本の伝統的生活文化を育みつつ、国際的学術文化都市として成長を続けている。

このような中、私たちは、多様な文化芸術の恵沢を享受して暮らしてきた。

文化芸術は、人間の精神活動の根幹であり、まちの成熟度をあらわすものである。人々の豊かな創造

力や感性、受容性を育むだけでなく、福祉、教育、観光、まちづくり、国際交流、産業その他の関連分

野と連携することで相乗効果を生み出すことができる。

よって、ここに、文化芸術に関する施策についての基本理念と方向性を明らかにし、文化芸術に関す

る施策の総合的かつ計画的な推進を図り、心豊かで活力のある市民生活の実現に寄与するため、この条

例を制定する。

第１章 総則

（目的）

第１条 この条例は、文化芸術に関する施策の基本理念を定め、市の責務並びに文化芸術に関する活動

（以下「文化芸術活動」という。）を行う団体（以下「文化芸術団体」という。）及び事業者の役割を

明らかにするとともに、文化芸術に関する施策の基本となる事項を定めることにより、文化芸術活動

を行う者（文化芸術団体を含む。以下同じ。）の自主的な活動の促進を旨として、文化芸術に関する施

策の総合的かつ計画的な推進を図り、もって心豊かで活力のある市民生活の実現に寄与することを目

的とする。

（基本理念）

第２条 文化芸術に関する施策の推進に当たっては、文化芸術活動を行う者の自主性及び創造性が十分

に尊重されなければならない。

２ 文化芸術に関する施策の推進に当たっては、文化芸術活動が活発に行われるような環境を醸成する

ことを旨として文化芸術の発展が図られなければならない。

３ 文化芸術に関する施策の推進に当たっては、多様な文化芸術の保護及び発展が図られなければなら

ない。

４ 文化芸術に関する施策の推進に当たっては、市民により主体的に文化芸術活動が行われるよう配慮

するとともに、つくば市の歴史、風土等を反映した特色ある文化芸術の発展が図られなければならな

い。

５ 文化芸術に関する施策の推進に当たっては、文化芸術活動を行う者その他市民の意見が広く反映さ

れるよう十分配慮されなければならない。

（市の責務）

第３条 市は、前条の基本理念にのっとり、つくば市の特性に応じた文化芸術に関する施策を総合的か

つ計画的に推進するとともに、市民の自主的かつ主体的な文化芸術活動を促進する責務を有する。

 （市民の関心及び理解）

第４条 市は、将来にわたって市民が文化芸術を創造し、享受し、及び発展させることができるよう、

市民の文化芸術に対する関心及び理解を深めるように努めなければならない。
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（１）つくば市文化芸術振興審議会委員名簿 
（敬称略）

氏 名 所属等

会 長 太田 圭 国立大学法人筑波大学 芸術系長

副会長 相澤 久志 つくば市文化協会 会長

委 員 赤松 洋子 つくば子ども劇場 元事務局長

委 員 宇津野 茂樹 公益財団法人つくば文化振興財団 常務理事

委 員 江渡 浩一郎 
国立研究開発法人産業技術総合研究所 

人間拡張研究センター 主任研究員 

委 員 篠原 光子 特定非営利活動法人つくばアートセンター 代表

委 員 関 正樹 関彰商事株式会社 代表取締役社長

委 員 塚原 正彦 筑波学院大学 経済情報学部教授

委 員 仏山 輝美 国立大学法人筑波大学 芸術系教授

委 員 柳瀬 敬 特定非営利活動法人自然生クラブ 施設長

市民委員 三浦 一憲 まちかど音楽市場 代表

市民委員 守屋 俊甫 健幸エンターテイメント株式会社 代表取締役 

市民委員 山崎 誠治 研究学園グリーンネックレスアートの会 主宰

２．つくば市文化芸術振興審議会 
 （文化芸術団体等の役割）

第５条 文化芸術団体及び事業者は、自主的かつ主体的に文化芸術活動の充実及び人材の育成に努め、

文化芸術活動を支援することを通じて、文化芸術を発展させる役割を担うものとする。

第２章 基本計画

第６条 市長は、文化芸術基本法（平成 13年法律第 148号）第７条の２の規定に基づき、文化芸術に関

する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、文化芸術推進基本計画（以下「基本計画」という。）

を定めなければならない。

２ 基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。

(1) 文化芸術の推進の基本的方向

(2) 文化芸術の推進に関する基本施策

(3) その他文化芸術の推進に関し必要な事項

３ 市長は、基本計画を策定するに当たっては、つくば市文化芸術審議会の意見を聴くものとする。

４ 市長は、基本計画の策定に民意を反映し、その過程の公正性及び透明性を確保するため、広く市民

の意見を求め、これを十分考慮した上で策定を行う仕組みの活用等を図るものとする。

５ 市長は、基本計画を定めたときは、遅滞なく、これを公表しなければならない。

６ 前３項の規定は、基本計画の変更について準用する。

第３章 文化芸術に関する施策の推進

第７条 市は、基本計画に基づき、文化芸術の推進を図るため、必要な施策を講ずるものとする。

第４章 つくば市文化芸術審議会

（審議会の設置）

第８条 文化芸術の推進に関する重要事項を調査審議するため、つくば市文化芸術審議会（以下「審議

会」という。）を置く。

（所掌事項）

第９条 審議会は、市長の諮問に応じ、基本計画その他の文化芸術の推進に関する重要事項について調

査審議し、市長に答申する。

２ 審議会は、文化芸術の推進に関する事項について調査審議し、必要と認めるときは、市長に意見を

述べることができる。

（組織）

第１０条 審議会は、委員 13人以内をもって組織する。

（委員）

第１１条 委員は、次に掲げる者のうちから市長が任命する。

(1) 文化芸術に関し優れた識見を有する者

(2) 市内に在住し、在勤し、又は在学する者

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。

３ 委員は、再任されることができる。

（会長及び副会長）

第１２条 審議会に会長及び副会長を置く。

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。

３ 会長は、審議会の会務を総理し、審議会を代表する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。

（会議）

第１３条 審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。

２ 会長は、会議の議長となる。

３ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開き、議決をすることができない。

４ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（庶務）

第１４条 審議会の庶務は、市民部において処理する。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。
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（１）つくば市文化芸術振興審議会委員名簿 
（敬称略）

氏 名 所属等

会 長 太田 圭 国立大学法人筑波大学 芸術系長

副会長 相澤 久志 つくば市文化協会 会長

委 員 赤松 洋子 つくば子ども劇場 元事務局長

委 員 宇津野 茂樹 公益財団法人つくば文化振興財団 常務理事

委 員 江渡 浩一郎 
国立研究開発法人産業技術総合研究所 

人間拡張研究センター 主任研究員 

委 員 篠原 光子 特定非営利活動法人つくばアートセンター 代表

委 員 関 正樹 関彰商事株式会社 代表取締役社長

委 員 塚原 正彦 筑波学院大学 経済情報学部教授

委 員 仏山 輝美 国立大学法人筑波大学 芸術系教授

委 員 柳瀬 敬 特定非営利活動法人自然生クラブ 施設長

市民委員 三浦 一憲 まちかど音楽市場 代表

市民委員 守屋 俊甫 健幸エンターテイメント株式会社 代表取締役 

市民委員 山崎 誠治 研究学園グリーンネックレスアートの会 主宰

２．つくば市文化芸術振興審議会 
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 当資料は「文化芸術市民意識調査報告書」の主要な内容について編集したものです。

報告書はつくば市ホームページ、文化芸術課及び各地域交流センターにて閲覧できます。

（１）調査の概要 

【目的】 文化芸術に対する多様な市民意識を調査し「基本計画」策定の基礎資

料とするもの。

【期間】 平成 30年９月 13日（土）～９月 28日（日）

【調査対象】 

【回答数】  721 名（回答率：28.8％）

（２）調査内容（全 19 問）

調査項目 概要

①回答者の属性 回答者の性別、年齢、職業等を把握するもの。

②日頃の文化芸術の鑑賞

や体験活動

日頃の文化芸術活動の状況について、その種類、頻度、活

動場所等について整理し傾向をはかるもの。

③文化芸術に関する現状

認識・評価

文化芸術に関する現状の満足度や、各施策の今後の重要度

等についての意識調査をまとめ、基本計画の指標とする。

④個別の施策に対する現

状・評価

情報入手方法や子どもとの関わり等について、現状と市民

の意識を調査し、今後の個別施策の参考とするもの。

※「概要版」では計画全般に関わる内容として、①～③を中心に取り上げます。

（３）調査結果

①回答者属性 
○性別：男性 42.1％ 女性 57.9％ 

○年齢           ○職業 

3.4%

19.8%

3.9%

17.0%

14.3%

1.1%

4.3%

36.2%

その他

無職

学生

専業主婦（主夫）

パート・アルバイトなど

農林業

自営業

会社員・公務員
10代
0.7%

20代
7.7%

30代
11.5%

40代
20.8%

50代
18.1%

60代
19.8%

70代
16.1%

80代以上
5.3%

３．文化芸術市民意識調査報告書（概要版） 

住民基本台帳に基づく 18 歳以上のつくば市民 2,500 名（無作為抽出）

（２）開催記録 

日時 主な審議内容 

第 1 回審議会 平成 30 年 7 月 13 日 

・開会 

・市長挨拶 

・人事発令通知書の交付 

・自己紹介 

・正副会長の選出 

・諮問 

・つくば市文化芸術の振興に関する基本的な方針の改

定について 

第 2 回審議会 平成 30 年 9 月 21 日 

・開会 

・市長挨拶 

・人事発令通知書の交付 

・自己紹介 

・つくば市文化芸術推進基本計画の構成について 

・つくば市文化芸術推進の基本的方向について 

第 3 回審議会 平成 30 年 11 月 6 日 

・開会 

・文化芸術に関する市民意識調査中間報告 

・基本計画の主要施策について 

・基本計画の実現に向けた推進体制について 

・つくば市文化芸術振興基本条例の改正について 

・今後のスケジュールについて 

第 4 回審議会 平成 30 年 12 月 4 日 

・開会 

・基本計画の最終確認について 

・つくば市文化芸術振興基本条例の改正について 

・今後のスケジュールについて 
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 当資料は「文化芸術市民意識調査報告書」の主要な内容について編集したものです。

報告書はつくば市ホームページ、文化芸術課及び各地域交流センターにて閲覧できます。

（１）調査の概要 

【目的】 文化芸術に対する多様な市民意識を調査し「基本計画」策定の基礎資

料とするもの。

【期間】 平成 30年９月 13日（土）～９月 28日（日）

【調査対象】 

【回答数】  721 名（回答率：28.8％）

（２）調査内容（全 19 問）

調査項目 概要

①回答者の属性 回答者の性別、年齢、職業等を把握するもの。

②日頃の文化芸術の鑑賞

や体験活動

日頃の文化芸術活動の状況について、その種類、頻度、活

動場所等について整理し傾向をはかるもの。

③文化芸術に関する現状

認識・評価

文化芸術に関する現状の満足度や、各施策の今後の重要度

等についての意識調査をまとめ、基本計画の指標とする。

④個別の施策に対する現

状・評価

情報入手方法や子どもとの関わり等について、現状と市民

の意識を調査し、今後の個別施策の参考とするもの。

※「概要版」では計画全般に関わる内容として、①～③を中心に取り上げます。

（３）調査結果

①回答者属性 
○性別：男性 42.1％ 女性 57.9％ 

○年齢           ○職業 

3.4%

19.8%

3.9%

17.0%

14.3%

1.1%

4.3%

36.2%

その他

無職

学生

専業主婦（主夫）

パート・アルバイトなど

農林業

自営業

会社員・公務員
10代
0.7%

20代
7.7%

30代
11.5%

40代
20.8%

50代
18.1%

60代
19.8%

70代
16.1%

80代以上
5.3%

３．文化芸術市民意識調査報告書（概要版） 

住民基本台帳に基づく 18 歳以上のつくば市民 2,500 名（無作為抽出）
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  ○鑑賞・体験活動の頻度 

「鑑賞頻度」は「年に数回」が 79.5％となっており、平成 24年度（前回）調査の

比較でも大きな差は見られないが、「体験頻度」については何らかの体験活動をし

ている回答率が 67.1％と前回比 45.6ポイント増加し、体験活動をしていない割合

が大幅に減少している。 

過去１年間における文化芸術の鑑賞・体験活動の頻度

  ○文化芸術の鑑賞・体験を行っていない理由について 

  それぞれ「時間がない」の割合が鑑賞は 47.2％、体験は 48.4％と最も高く、次い

で「興味がない」の割合が鑑賞は 29.2％、体験は 32.9％と高くなっている。 

29.2

47.2

18.6 19.9 20.5

11.8 11.2
8.1

32.9

48.4

21.9 22.6

14.2
8.4 9.0 5.2

0%

20%

40%

60%
鑑賞・体験を行っていない理由（複数回答可）
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0.8

2.6
3.2

11.6

3.2

17.4

14.3

35.5

78.5

32.9

平成24年度
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【体験】
ほぼ毎日

週に１～２回くらい

月に１～２回くらい

年に数回

していない
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0.8

13.1

14.0

81.2

79.5

4.0 
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力
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な
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会
場
が
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く
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な
い

交
通
が
不
便

料
金
が
高
い

そ
の
他

○居住年数 ○居住地区 

②日頃の文化芸術の鑑賞や体験活動について 

 ○鑑賞・体験活動の有無 

 「鑑賞活動」では『映画館等での「映画（アニメ以外）」』が 55.3％、次いで『美術

館での「美術」』、『ホール等での音楽』等が高い回答率である一方、「体験活動」では

「どれも行っていない」が 47.3％と最も高い回答率となっている。 

1年未満

0.3%
1年以上5年未満

10.0%

5年以上10年未満

12.2%

10年以上15年未満

10.8%
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7.9%
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10.5%
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10.5%

8.6%
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8.7 11.0
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8.4
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15.5
11.2

2.0 3.4 1.5

16.6 17.1

1.0 0.0

10.2

47.3
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過去１年間における文化芸術の鑑賞・体験活動の有無（複数回答可）
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  ○鑑賞・体験活動の頻度 

「鑑賞頻度」は「年に数回」が 79.5％となっており、平成 24年度（前回）調査の

比較でも大きな差は見られないが、「体験頻度」については何らかの体験活動をし

ている回答率が 67.1％と前回比 45.6ポイント増加し、体験活動をしていない割合

が大幅に減少している。 
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  ○文化芸術の鑑賞・体験を行っていない理由について 

  それぞれ「時間がない」の割合が鑑賞は 47.2％、体験は 48.4％と最も高く、次い

で「興味がない」の割合が鑑賞は 29.2％、体験は 32.9％と高くなっている。 
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なお、「つくば市の文化芸術振興の現状の満足度」は、「基本計画」の施策全体の成

果を判断する評価指標として活用します。（Ｐ.18 Ⅴ章２「計画の指標」参照）  

  基本計画指標と市民意識調査選択肢の対応 

肢択選標指

Ｂ・Ａ充拡の会機るす接に術芸化文

すべての人にとって文化芸術が身近にある環境づくり Ｃ 

Ｄ用活と成育の材人るす資に術芸化文

Ｅ展発・承継の統伝たい付根に域地

Ｆ興振の術芸化文るよに生共化文多

Ｇ興振の術芸化文たし合融と学科

Ｈ出創のンョシーベノイるよに術芸化文

Ｉ興振の術芸化文るよに生共のと然自

Ｋ・Ｊ成形のムーォフトッラプ

Ｌ用活と備整の設施化文

文化芸術情報の収集と提供 Ｍ 

○つくば市の文化芸術振興に今後重要なこと 

「文化芸術に関する情報が充実している」について、「非常に重要」が「やや重要」

を合わせた「重要」側の評価が 73.2％、「文化芸術施設が整っている」が 74.2％、

「優れた舞台公演や作品展示などが行われている」が 72.4％であり、「現状の満足

度」との相関関係がうかがえる。 

37.1

35.4

16.4

18.5

29.1

28.4

23.3

25.3

28.8

26.1

22.7

18.8

28.3

36.1

38.8

40.4

39.6

37.9

38.4

37.3

43.1

39.0

39.8

45.8
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44.1

3.7

4.2

14.6
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8.3

9.3
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7.9
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7.0
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0.9
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1.0

1.0

0.9
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19.8

26.8
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21.9
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21.5

23.3
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19.8

0%　　　　　　　20%　　 　　　 40%　　　　　 　60%　　　　　　80%　　　　　 100%

非常に重要 やや重要 あまり重要ではない まったく重要ではない わからない

M：文化芸術に関する情報が充実している

L：文化芸術施設が整っている

K：それぞれの文化芸術活動が連携している

J：日々の暮らしの中で、文化芸術の創造がなされている

I：自然環境や景観と文化芸術活動が連携している

H：文化芸術を活かし、観光や産業が活発な状況にある

G：ITなど先端技術を活かした文化芸術活動が取り組まれている

F：文化芸術を通じた国際交流が取り組まれている

E：伝統的な文化芸術の保存・活動がされている

D：文化芸術に関する人材の育成がされている

C：文化芸術活動が幅広い世代で取り組まれている

B：文化芸術に関する市民活動が盛んに取り組まれている

A：優れた舞台公演や作品展示などが行われている

③文化芸術に関する現状認識・評価

  ○つくば市の文化的水準 

  つくば市の文化的水準については「普通」が 31.4％、「非常に高い」「やや高い」

を合わせた評価は 26.4％、「非常に低い」「やや低い」を合わせた評価は 22.5％と

なり、「高い」評価と「低い」評価がほぼ同じ割合となっている。 

○つくば市の文化芸術振興の現状の満足度 

全体的に「わからない」という回答が多い中「文化芸術に関する情報が充実してい

る」について「やや不満」「非常に不満」を合わせた「不満」側の評価が 41.4％、

「文化芸術を活かし、観光や産業が活発な状況にある」が 35.9％、「文化芸術施設

が整っている」が 35.6％と比較的高くなっている。 
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J：日々の暮らしの中で、文化芸術の創造がなされている

I：自然環境や景観と文化芸術活動が連携している

H：文化芸術を活かし、観光や産業が活発な状況にある

G：ITなど先端技術を活かした文化芸術活動が取り組まれている

F：文化芸術を通じた国際交流が取り組まれている

E：伝統的な文化芸術の保存・活動がされている

D：文化芸術に関する人材の育成がされている

C：文化芸術活動が幅広い世代で取り組まれている

B：文化芸術に関する市民活動が盛んに取り組まれている

A：優れた舞台公演や作品展示などが行われている

非常に満足 やや満足 やや不満 非常に不満 わからない

0%　　　　　　　20%　　　　　　 40%　　　　　   60%　　　　　　 80%　　　　　　100%

0%　  　 　 20%　　　　 40%　   　  60%　　　　 80%　 　　100%
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なお、「つくば市の文化芸術振興の現状の満足度」は、「基本計画」の施策全体の成

果を判断する評価指標として活用します。（Ｐ.18 Ⅴ章２「計画の指標」参照）  

  基本計画指標と市民意識調査選択肢の対応 

肢択選標指

Ｂ・Ａ充拡の会機るす接に術芸化文

すべての人にとって文化芸術が身近にある環境づくり Ｃ 

Ｄ用活と成育の材人るす資に術芸化文

Ｅ展発・承継の統伝たい付根に域地

Ｆ興振の術芸化文るよに生共化文多

Ｇ興振の術芸化文たし合融と学科

Ｈ出創のンョシーベノイるよに術芸化文

Ｉ興振の術芸化文るよに生共のと然自

Ｋ・Ｊ成形のムーォフトッラプ

Ｌ用活と備整の設施化文

文化芸術情報の収集と提供 Ｍ 

○つくば市の文化芸術振興に今後重要なこと 

「文化芸術に関する情報が充実している」について、「非常に重要」が「やや重要」

を合わせた「重要」側の評価が 73.2％、「文化芸術施設が整っている」が 74.2％、

「優れた舞台公演や作品展示などが行われている」が 72.4％であり、「現状の満足

度」との相関関係がうかがえる。 
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非常に重要 やや重要 あまり重要ではない まったく重要ではない わからない

M：文化芸術に関する情報が充実している

L：文化芸術施設が整っている

K：それぞれの文化芸術活動が連携している

J：日々の暮らしの中で、文化芸術の創造がなされている

I：自然環境や景観と文化芸術活動が連携している

H：文化芸術を活かし、観光や産業が活発な状況にある

G：ITなど先端技術を活かした文化芸術活動が取り組まれている

F：文化芸術を通じた国際交流が取り組まれている

E：伝統的な文化芸術の保存・活動がされている

D：文化芸術に関する人材の育成がされている

C：文化芸術活動が幅広い世代で取り組まれている

B：文化芸術に関する市民活動が盛んに取り組まれている

A：優れた舞台公演や作品展示などが行われている
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会 議 録 

会議の名称 第６回つくば市文化芸術審議会 

開催日時 令和元年７月２日 開会１４：００ 閉会１６：００  

開催場所 つくば市役所 コミュニティ棟１階 会議室３ 

事務局（担当課） 市民部文化芸術課 

 

出 

席 

者 

 

 

委員 

 

 

太田 圭、仏山 輝美、関 正樹（代理出席）、相澤 久

志、宇津野 茂樹、赤松 洋子、柳瀬 敬、江渡 浩一郎、

篠原 光子、三浦 一憲、守谷 俊甫、山崎 誠治 

その他  

事務局 

 

星野市民部次長、荒澤文化芸術課長、矢口同課長補佐、田山

同主任、當銘同研修員 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 ０ 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

 

 

（１）「文化芸術創造拠点の形成」（廃校利用）について 

   ア コンセプトについて 

   イ 運営形態について 

   ウ 具体的な利活用方法について 

 

（２）その他 

会議録署名人  確定年月日 平成  年  月  日 

 

会

議

次

第 

１．開会 

２．議事 

３．閉会 

 

 

 



 

 ＜審議内容＞ 

（1）「文化芸術創造拠点の形成」（廃校利用）について 

太田会長： お忙しいなかお集まりいただきありがとうございます。それで

は、本日は「文化芸術創造拠点」について、審議いたします。皆

さんの関心が高い内容かと思いますので、活発な意見交換をお願

いします。また、閉会は 16 時頃を予定しておりますので、ご協

力よろしくお願いします。それではまず、事務局より説明をお願

いします。 

 

事 務 局： ＜資料「文化芸創造拠点」、スライドを用いて説明＞ 

 

       まず、「文化芸術創造拠点」概要と目的について。つくば市で

は、2018 年に「アートで編む」の基本理念を掲げ、「文化芸術推

進基本計画」を策定し、基本計画に沿った街作りを進めていま

す。「文化芸術創造拠点」はその施策の一つです。 

       つくば市には、多様な文化の土壌はあるが、分野を超えた連携

は少なく、「編む」力が足りないという課題があります。「アー

トで編む」ためには、自由な発想で多様なことができるような、

ランドマークとしての「文化芸術創造拠点」が必要です。文化芸

術というツールを通して、教育機関・公共施設・地域と連携し

た、自発的かつ持続可能な文化発信の拠点を作っていくことが、

文化芸術創造拠点設立の目的です。 

       文化芸術創造拠点は、廃校を利用して設立を予定しています。

廃校活用のメリットは、予算的な利点、また、まちのシンボルで

あった廃校に新たな価値を生み出すことで、地域の活力につなげ



 

ることです。 

       そこで、本日皆さんにご意見いただきたいのは、つくばにはど

のような文化芸術創造拠点が必要か、ということです。地域住民

のからの要望としては生涯学習施設、交流センター機能を持った

施設を、との声があります。市としては、ギャラリーやスタジオ

などのアートに特化した施設を考えています。 

       施設設立の参考とするため、先進地事例の調査・視察を行いま

した。資料「先進地事例①・②」をご覧ください。 

 

＜資料「先進地事例①」、スライドを用いて説明＞ 

 

行政のアーティスト・イン・レジデンス事業「アーカス・プロ

ジェクト」の拠点として活用されている施設です。市民の施設利

用と行政事業がうまく共存しています。運営は行政が行う部分と

専門業者へ委託する部分とがあります。アーティストの宿泊の利

用については課題があるようです。 

 

＜資料「先進地事例②」、スライドを用いて説明＞ 

 

コマンド A という民間企業による民営のアート施設です。施設

の一部が地域の町内会の公民館を兼ねるなど、コミュニティ施設

としての役割も担っています。施設修繕や千代田区との賃貸契約

年数等については課題があるようです。 

本日皆様にご意見いただきたいのは、目指すべき運用形態につ

いてです。現在、市で考えているコンセプト案は、「つくばらし

さを体感できる」・「子どもも大人も楽しめる」・「関わる人全



 

員で育てていく」の３つです。運用形態案は、行政が企業・NPO

法人に委託し、筑波大学などと協力する。自治会は施設を活用す

ると共に、要望提出や管理協力をする。審議会などの第三者が運

営の評価をする、という形態が理想的では、と考えています。 

文化芸術審議会で審議し、公有地利活用方針検討会で検討、地

域意見との調整を並行しながら構想作成し、議会に利活用の提

案、それを経て利活用の決定という流れです。2020 年度の利活用

開始を目指してスケジュールを進めている段階です。 

改めて、本日皆さんにご意見いただきたいのは、コンセプトの

検討・運営形態の検討・具体的な利活用の方法ついてです。 

事務局からの説明は以上になります。 

 

太田会長： ただいま事務局より報告いただきました。新しい施設をつくる、

文化芸術創造ということで、コンセプトや運営形態について、委

員の皆様でご意見があればお願いいたします。先ほど大学名が出

ましたが、筑波大だけでなく、学院大学もありますし、様々な学

校があるので、総合的に目配りしていかなければいけないかなと

個人的には思います。先例に倣って作っていくのか、世界で初め

て、つくばだけのものを作るのか、いろいろなご意見があると思

います。どうぞご自由に意見をお願いします。 

 

宇津野委員： ご説明お聞きしまして、初めての試みということで、地域の皆様

のご協力をいただきながら、お芝居や音楽など、地域のアーティ

ストや芸術活動をしている方が使いやすい施設にしていただきた

い。あまり敷居を高くしないで、「つかいやすさ」を希望しま

す。安く利用できるだとか、また国際的なアーティスト・イン・



 

レジデンスで海外の方にも滞在していただいて、いろいろな芸術

を広めていただきたいと思います。コンセプトとしては、「つか

いやすさ」を一番にお願いしたいところです。 

 

江渡委員： ２点ほど伺いたいことがあります。１点目が運営形態について。

民間企業が使いたい、もしくは廃校を丸ごと借りたいという要望

があったのか。２点目が、候補地ですが、いくつか廃校になった

ところがあるかと思いますが、田水山小学校を選んだ理由はなん

でしょうか。２点お聞かせください。 

 

事 務 局： はい。運営形態について、行政から民間企業に譲渡するというこ

とは、田水山小学校に関しては、今のところありません。 

 

江渡委員： 希望者がいない、という理解でよろしいでしょうか。 

 

事 務 局： そうです。また、田水山小学校を選んだ経緯についてですが、も

ともと、2007 年に「つくば市文化芸術に関する基本的な方針」が

「文化芸術推進基本計画」の前身にありました。その段階ですで

に文化芸術活動拠点をつくるという文言がすでにありました。そ

のようななかで、廃校利活用の意向調査が庁内であり、文化芸術

活動拠点として利用したいと、比較検討のうえ、田水山小を選び

ました。理由は、当初、市は、文化芸術拠点として若手芸術家を

育成するためのアートスペースを想定していました。静かな場所

で籠もって活動ができるような環境が良いのではないか、という

ことで、田水山小学校の静かな立地がふさわしいとの考えです。

また、校舎の耐震強度の点です。田水山小学校は耐震工事をする



 

必要がなく、すぐに活用できるところが、一番大きな利点です。 

 

太田会長： では、具体的に田水山小学校という候補地がありますので、事務

局の方から、概要をご説明いただいてもよろしいでしょうか。そ

れからご意見をいただきましょう。 

 

事 務 局： 本日、皆様からご意見を伺うとのことで、田水山小学校の内部を

調査してきておりますので、ご説明いたします。先ほどの田水山

小の選定理由も併せてご説明いたします。 

 

＜資料「田水山小学校基本情報」、スライドを用いて説明＞ 

 

先ほどご説明したように、前の段階から構想はありましたが、直

近で残っている記録として 2015 年に廃校利活用の意向調査を庁内

で行った際、「アートスペース 298」というものを提案しておりま

す。アトリエや部室など、若手芸術家育成のためのアートスペー

スを想定しておりました。2018 年に秀峰筑波義務教育学校が開校

し、田水山小学校は廃校となり使われなくなりました。2018 年の

11月に筑波地区の地元説明会で「アートスペース298」のお話をさ

せていただき、地元からは、地域交流センターや窓口センターの

ような施設がほしいとの要望をいただいているところです。 

「アートスペース 298」の構想の祭、候補に挙がった学校が、北

条小学校・筑波小学校・田水山小学校・田井小学校の４つです。

アクセスはどの小学校も車で行かないといけないような場所で

す。都市計画区分は、筑波・田水山・田井が市街化調整区域、北

条が第一種中高層住居専用地域です。敷地面積は北条が一番広



 

く、筑波が一番狭いです。教室棟と体育館の耐震工事の費用は、

筑波が３千万円以上、北条が１億円以上、田井小学校が約４千５

百万円です。それぞれ観光地に近いだとか、景観の面、またアク

セス面を考慮すると、北条が一番良いように思われるかもしれな

いのですが、先ほどの耐震コストに１億円以上かかることで、北

条はすぐの利活用が難しいです。そして、アトリエのスペースを

考慮したとき、田水山と北条は教室数が多く、さらに田水山は耐

震工事が必要ありません。そういった面を考慮し、田水山小学校

を候補に選んでおります。 

田水山小学校の概要は資料をご覧ください。施設の写真を紹介

しながらご説明いたします。屋外グラウンド、その隣に体育館が

あります。１階は職員室・保健室・理科室・家庭科室・配膳室等

の教室があります。給湯室・冷蔵庫・洗濯機などもあり、宿泊も

可能かと思います。内部は明るく、黄色やピンクの壁、ガラス張

りの踊り場など、校舎全体の造りが少し変わっていて、おしゃれ

な雰囲気です。普通教室の前には多目的スペースがあり、３階に

はスクリーン・プロジェクターが設置されています。パソコン教

室・図書室・工作室・音楽室など教室があります。床は全体が絨

毯で、痛んでいる部分もありますので、張り替えをしなければな

らないとは思います。 

田水山小学校の内部については以上になります。 

 

太田会長： ありがとうございました。実際に見て、イメージも膨らみ、変わ

ると思いますが、どうでしょうか。 

 

江渡委員： 田水山小学校は普通の学校と違っておしゃれな造りになっていま



 

すが、なぜでしょうか。誰が設計したのでしょうか。 

 

事 務 局： 田水山小学校は筑波地区の小学校のなかでも最後に改修を行いま

した。当時、学園の中心部には廊下のないオープンスペースの学

校があり、田水山もそのような、学園中心地区の学校と同じよう

な作りが良いとの希望がありました。特に高名な設計者が設計し

たというわけではないのですが、それでこのような少し変わった

造りになっています。田水山を視察した際に、小高い場所にまと

まってあって、校舎の上の方からは筑波山が望めるという景色

と、内部の変わった空間が、芸術の拠点に合うのではないかと感

じました。 

 

篠原委員： 山麓にはいま、廃校がいくつかあって、筑波小や小田小は先月か

らマルシェをやったりしていますが、田水山小はそのあたりは、

芸術拠点ということで進めていますが、地域の方の理解は大丈夫

でしょうか。地域の方と話し合ってみたら、なんだ、という話に

なると怖いなと思いまして。 

 

事 務 局： そこが我々の予想と違っていまして、慎重に進めなければならな

い部分です。小田や北条は、街の振興ということで、新たな廃校

の提案が地元から出ている地域です。田水山小に関しては、当

初、地元からの要望は出ていませんでした。また、庁舎内の調査

でも他に手を挙げる課がなかったので、田水山は１校すべて芸術

創造拠点で利用できそうだ、とういうことで進めていました。 

しかし、昨年の地元説明会で地元の方に文化芸術創造拠点の話

を出したところ、「いやそうではなく、交流センター機能を持っ



 

た施設がほしい」、という話があがってきました。我々として

は、芸術を中心にした施設で、地元の方も利用出来るスペースも

設ける、といった方向で理解をしていただけるように説明してい

かなければと考えています。反対というまでの動きはないです。

最初、地元に説明に行った際、文化施設とはどういうモノか、と

はなってしまいましたが、そこは共存できるのではないかと思い

ます。 

 

太田会長： でしたら、この機会にこの審議会の場に、地元の方も一緒に入っ

ていただいて議論するのも良いかと思うのですが、どうでしょ

う。 

 

仏山委員： 地元の方の意見というのは、どこまでのものなのでしょうか。区

長会などで、まとまって意見が出ているのでしょうか。 

 

事 務 局： 代表区長さんという方がいまして、その方が何人かの区長さんと

話をしています、区長会としての意見というわけではないのです

が、ある程度、他の区長さんにも話は通っています。 

 

柳瀬委員： 先ほどアクセスの話があり、田水山はアクセスが良くないという

ことですが、つくバスの停留所がないだけで、関鉄の停留所はあ

る。バス停から一番近いのは田水山です。つくバスの停留所が新

しく田中にできましたけど、これが山木あたりならば田水山小学

校も近い。 

 

事 務 局： もし田水山が文化芸術創造拠点になれば、それに合わせてつくバ



 

スの停留所を作ることは可能です。 

 

柳瀬委員： 東大通りの歩道のあたりにスペースがあるので、雨よけを作って

停留所を作るぐらいのスペースはありそうかなと。ただ、ウェル

ネスパークのほうからアクセスは、大きな太陽光パネルがあっ

て、そこを歩いて行くとなると問題があると思いますね。暗いと

きは歩けないですし、治安的にも良くない気がします。 

 

赤松委員： 私もアクセスが気になったので、昨日４時半頃に車で行ってみま

した。太陽光パネルの方面から行きましたが、竹藪があり、日が

長い季節なのに暗い道がありました。隔離された場所の良さもあ

るが、周りには本当に何もなくて、気になります。たとえば、冬

場の４時にバス停まで子供どもだけで歩かせるのは心配です。ま

た、お昼になってお腹がすいたとしても、車がなければ買い物も

できない。もしこの施設ができたら、周りにお店ができたり、施

設のなかにもお店を入れたりしないと。だから、街の人との共存

というのは必須だと思います。編むというコンセプトを持ってい

る以上は、知らない人が来て知らない人だけで使っている、とい

うよりは、なにかよくわからない活動をしているけれども、来て

くれて賑やかになって、お金も落としてくれるし良いわ、と好意

的に受け入れてもらえるようになるといいなと思います。 

もう一つ参考までに、アーツ千代田以外で、東京で廃校利用し

た施設に行ったことがあります。どういう運営形態か調べまし

た。田水山だとコンパクトなので単独で使えるというメリットが

ある反面、本当に単独だけで利用するのが良いのかどうか、検討

も必要だと思います。四谷の廃校を利用したおもちゃ美術館は、



 

NPO 法人が運営する美術館の部分と、他の NPO などが運営する部

分があります。一つの団体だけで管理・運営するのではなくて、

一つの建物のなかでカフェをやっている部分があったり、民営や

NPO がやっている部分があったり、同居している施設もありま

す。 

コンパクトで離れていていいね、という部分だけでなく治安や

周り全体の街と繋がって賑やかな雰囲気になって、アクセスも改

善されていくといいなと感じました。 

 

篠原委員： 面白いことをやっているとなると、外から人が入ってくる。外か

ら入ってくるエネルギーとお金というのは継続させていくことが

すごく重要。今回の廃校利用は、文化芸術に特化した施設という

ことで、そこである意味経済効果を上げていく、運営していかな

ければならないとなると、地域の人たちとの交流で楽しく面白く

とは、また別の観点を持ちたいなと私は思います。人が出入りし

ていくようになれば、防犯面はまた考えなければならないし。地

域の人を雇用してやってもらうのもいいが、それだけでなくそこ

に来るアーティストが防犯の役割を担ったっていい。田水山小の

利用は、私は、外から入る力を意識して考えたい。 

 

太田会長： そうですね、全国から集まってくるようになれば。 

 

篠原委員： それが面白いとなると、田水山だけが特化ではなく、ほかの廃校

や施設との繋がりもでてくれば、地元の廃校全体が良い感じで使

われるようになればいいなと思います。例えば北条は耐震が大き

なネックだが、商店街などもあり、筑波山がちかく立地もいい。



 

筑波山麓アートタウン構想ではないが、そういう筑波山の景色を

生かした活動ができれば面白いとおもいます。 

 

関委員（代理）： いまのお話、もちろん、即座の修復も非常に大事だと思います。

そのときにそこにいる人たちが問題意識を持っているかどうかで

すね。学校は地域の象徴的な施設であるので、そこにシフトして

いく、地域の人たちのコンセンサス（合意）を得るのは大事だと

思います。あるいは、こちら側サイドに完全に寄せて、芸術に特

化した施設を作るのであれば、なんのために、どういう目的でこ

こを作るのか、ということをまず押さえるべきですね。 

 

仏山委員： これからの課題３つ、運用形態・コンセプト・具体的な内容など

ありましたが、田水山を使うということが前提になっているので

しょうか。 

 

事 務 局： 決定というわけではないですが、本日は田水山を一つの例として

ご意見いただければ。 

 

仏山委員： 私は田水山に行ったことがないのですが、行ってそのロケーショ

ンがどうかというのはすごく重要だと思います。生活できそうか

どうか。そこに住み着いて制作するなり、イベントをするなり、

たとえば北条を例に挙げていましたけど、周辺に何らかのルート

に組み込まれるようなロケーションは、ある程度求めたい。 

      スライドを見ましたけど、そこで制作するような、教室が多くあ

る建物を探していて、文化芸術という広い視野で総合的に多目的

に使える施設のイメージも持っていますよね。その辺を考える



 

と、隔離された施設というのがベースにあると、今後やりにくい

のではないかと思います。結局、人の出入りがあるということが

すごく重要です。田水山に決まるにしても、どのように人の出入

りを充実させていくかをすごく議論する必要がある。ほかの場所

が耐震工事に１億かかると言っていましたが、田水山の改修と

様々な整備にも結構な手間とお金がかかると思いますね。 

 

柳瀬委員： 少し、今の発言に情報提供よろしいでしょうか。田水山小学校の

ある場所は、巨大な前方後円墳なんですね。丘陵地帯で、そうい

う歴史があって、場所としては非常に素晴らしいところです。地

元の人たちも、そういったことをわかったうえで小学校を建て

た。文化芸術の利活用についても、きっと悪い話ではないと地元

の人も思ってくれていると、思います。市街化調整区域なので、

近くに民家は多くないので、そういう環境の良さもあります。 

 

太田会長： 田水山小学校の近隣に住んでいる方はいないということですね。 

 

柳瀬委員： そうですね、いないわけではないですが、北条などに比べれば、

音楽などをやってもそれほどうるさくはならないと思います。 

 

事 務 局： 地元の方に聞くと、あそこは昔、水守城というお城があったよう

ですね。 

 

柳瀬委員： ええ、そのもっと前に、古墳などがありました。 

 

事 務 局： そういうことで、地元の方々からは歴史を後世に残したい、との



 

ことで生涯学習施設をとの要望が出ているのでしょう。 

 

柳瀬委員： 地元の人も大事にしている場所ですね。 

 

宇津野委員： ロケーションとしては芸術家にふさわしい場所だと思いますね。 

 

事 務 局： やはりいま、みなさんにご意見いただいたようにすべてを一つの

学校に取り込む、というのは先進地の事例をみても難しいと考え

ています。日常的に、そこに行けばなにか文化的・芸術的なもの

に触れられる、というところを目指して、最終的には絞りこむ必

要があると考えています。また、運営面もある程度の自由度がな

いと難しいかなと感じております。 

 

三浦委員： 事業の進め方に関しては、文化芸術課がある程度仕切るのでしょ

うか。 

 

事 務 局： ある程度は、文化芸術課を中心に進めていく予定です。 

 

三浦委員： 地元住民を巻き込むには、市民活動課や生涯学習推進課と連携し

なければならないのではと感じますね。センター地区にある市民

活動センターなどの機能を持った指定管理者を入れて、ある程度

全体をコントロールする。文化芸術だけで押さえてしまうと、地

元住民からすると使いづらいのではないかという心配はあります

ね。 

 

事 務 局： わたしたちも、地元の方のご意見は重要に捉えていこうと思って



 

おります。文化芸術の一つの拠点として、よく地元の方にご説明

をして、形にしていければと。 

 

三浦委員： 外から見たときに、文化芸術として集中しているというのはある

意味ではとてもいいかもしれませんね。先ほど事例として出てき

た千代田区は、ギャラリーを借りるのに 25 万円かかる。この金額

はなにかと考えると、やはり本気でアーティストになろうとして

いる人がここに出てくる。いわゆる、「なんちゃってアーティス

ト」は出られないのです。本気でアーティストになりたいと思っ

ている人が、こういう所に 25 万払ってでもやろうとするわけで

す。何でもいいから千円で貸すのと 25 万払わないとできないよ、

というところでは、全然違います。そういうふうに、どのような

人材を育てようとしているのか、というのが重要な所じゃないか

と。千代田区の事例を見ていて思いました。 

 

篠原委員： 例えばですけど、いっそのこと、一部は地元の方の交流場所、一

部はアーティスティックなギャラリースペースとして分けてしま

うなどもありますね。分けてしまうのは変かもしれませんが、一

つの案として。つくばは県外や、海外から見ても魅力的な土地で

す。つくばで、20 万でできるとなると、使いたいアーティストは

いると思います。最初は来なくても、だんだんクチコミで広まっ

たりして。25 万というのは千代田区価格だと思いますけど、つく

ば価格で、そういうギャラリースペースを作るとものすごく面白

いと思います。 

 

仏山委員： 千代田区のギャラリーですが、25 万というのは地下１階のギャラ



 

リーの値段ですね。地上１階にもギャラリーがあって、そこは

もっと高いです。私たち利用したことがあるのですが、相当な額

です。でも、それを使って運営しているのです。収益をあげて、

運営資金にしている。だから、そこで発表したいと思わせるよう

にしなければいけない。あるいはそこに行けば何かあるとういよ

うな、用意がないといけない。 

 

守屋委員： 質問があります。先ほどの候補に挙がった、田水山以外の他の３

学校は、文化芸術創造拠点で利用されない場合は、他の課が担当

になるのですか。それとも、全く利活用されないのですか。 

 

事 務 局： いま現在の段階では、庁内で利用したいと手を挙げているところ

はないです。先ほどご説明した通り、何しろ耐震の問題がありま

すので。 

 

守屋委員： いま質問したのは、文化芸術創造拠点として、田水山が何を編む

のか、誰を編むのか、そのコンセプトの終着点はどこなのかとい

うことに繋がってくるのですけれど。田水山小は筑波山とつくば

駅のちょうど中間の位置にあって、他の３校は山麓にあって。そ

ういった意味で、そこを繋ぐ役目というのは大きいのかなと。子

どもも大人も、というコンセプトがありましたが、筑波の地域の

子どもも含め、外から来た筑波山を目的に来た人たちも、そうい

う拠点があれば、途中でそこに寄って帰れるようになる。ただ

シャトルバスに乗って筑波山に行って帰るのではなく、そこで

アートらしさが体感でき、お土産が買えたり、つくばらしさを体

感できたり、例えばですが足湯のようなリラックスできる場所が



 

あったり。外側の部分と内側の部分と、２つの要素が混ざり合う

と、あらゆる人の動線になるのかなとイメージできました。 

ただ、それで終わるわけではなく、普段生活しているなかでこう

いった情報というのは得られない。では、どういった情報が入っ

てくるかといいうと、TX の中吊りなどですね。やはりそれはすご

く広報力がある。観光コンベンションさんも、力を入れて広報し

ていると思いますし。そういった広報面の力というのは、他のも

のと編んで、力を借りて融合しながら、この拠点が一つの動線で

あり、筑波山を楽しむ時にはここにも来てね、というところがあ

るのは、活用の仕方のひとつの要素として重要だと思いますね。

他の４校がもし使えるのであれば、このイベントをやるときには

この小学校、などのルートが生まれるのは面白いかなと。 

もう一つありまして、いま谷田部のほうの中学校などで、部活動

廃部や縮小の動きがあって、洞峰地区文化スポーツ推進協会さん

というのが生まれました。スポーツも文化の一つということで、

例えばここが民間のスポーツを教える場所としても使えたり、筑

波山に行く途中の自転車を乗る人が休む場所になったり、生涯学

習も含めて地域の人たちも使えるようになったり、身体を作る運

動や、癒しの場所の要素もあると、編みやすくなるのかなと。あ

らゆる面で一つの拠点であるという点を検討すべきだと思いま

す。 

 

太田会長： 本日、江渡委員から資料が配布されています。このタイミングで

お話をお願いします。 

 

江渡委員： つくばらしさを体感できる、というところに関わってきます。直



 

接的な参考になるかはわからないですが、紹介します。外から見

たつくばの印象は、とにかく研究者がいる街、科学の街です。そ

れと従来からの筑波山を代表する文化が両方混在している。それ

がうまく連携するのが望ましいというのが、元々あったコンセプ

トだと思うのですけど、それが今に至るまで全くできていないの

がずっと懸案だったと思います。それで、ゴールイメージの共有

と書きましたけども、こういうものは大体、何をやるかにフォー

カスして考えてしまいます。何をやるかにフォーカスしてしまう

と、どこにたどり着くためにこれをやっていたかという話になっ

てしまいます。どんな社会像を作るかとか、どういったことを実

現するためにこの拠点を作るのかと、そういったことが大事だと

思います。今回で言うと、「アートで編む」というのがキャッチ

フレーズとしてありますので、それが目標としてはっきりしてい

ます。けど、大目標の下に中目標という、アートで編む、をさら

に具現化したコンセプトが必要だと思っていて、それをここで話

し合うと良いのではないかなと。それで、私が考えていること

は、科学者と一般の人が協働して社会を作ること。もう少し言う

と、科学者が芸術を学び、芸術家が科学を学ぶ、協働の社。そん

なことを考えていました。より広く、産業とか工業とか、論理に

基づいて仕事をする人と、それと感性に基づいて仕事をする芸術

家であったり、地域の住民であったりが、連携して何かを作る場

所としてこの場所を捉える。それを最終目標として進めたら良い

のではないかなと思いました。 

      それで、拠点運営についフォーカスしがちだが、展示は同じ場所

でやるのがいいのかとか、あるいは市内でたくさん出来る場所が

あるのでここは制作を中心とするのかとか、それと人材育成をど



 

うするのかとか、教育普及をどう考えるかとか、賞を作るかどう

かとか、とにかく連携して、それを一つの軸のなかに納めない

と、いろいろやっているなと一瞬なってしまう。トータルで考え

るのが鍵だと思います。それを実現する一番いい方法は、とにか

く新しい団体、新しい法人を作ることです。それがこの拠点を運

営するというのが、本来はベストだと思う。 

もともと地域にあった取り組みを重視すべきという観点ですが、

北条ではなく谷田部なのですが、伊賀七さんというかたがいらっ

しゃいまして、地域のなかですごく有名だった方です。ロボット

であったり時計を作ったり、そういう活動をずっと続けていたか

たがいるというのは、記録に残すべき情報だと思いますし、ある

意味それを復活させるといいますか、発明家が続々と出てくる街

にするというのは、イメージとしては望ましいのではないかと

思って。例えば現代の伊賀七みたいなのをテーマに拠点を作って

も良いのではないかなと思いました。 

次のページからは海外の事例を参考にしています。アルスと

Arts@CERN（アーツアットセルン）というのがあって、 

まずアルスの事例は、世界のメディアアートの中心地、拠点だと

言われています。40 年ほどリンツ市が続けている活動でして、ア

ルス・エレクトニカ・センターを作り、そのなかにフュー

チャー・ラボという芸術をもとに新しい産業の核を考える場があ

ります。それがすごく高く評価されていて、日本ですとNTTのよう

なところがお金を出して新しいシーズを作るというのをやってい

ます。有名な事例ですと、韓国のオリンピックの開会式です。ド

ローンがたくさん飛んで、いろいろな模様を出したり、動いて人

の形を作ったりというのがありました。あれはインテルが開発し



 

たのですけれども、元々はこのアルス・フューチャー・ラボから

出てきたもので、フューチャー・ラボで作ったものをインテルが

お金を出して育てて、韓国のオリンピックで発表したという流れ

になります。そういう新しい産業の核となる部分がアートセン

ターから出てくるというのは、すごく理想的な事例です。 

次の事例がアーツアットセルンで、これもまた素晴らしい活動で

す。セルンは、つくばでいう高エネルギー加速器研究機構のよう

な、量子力学とかそういった物理学の最先端を研究する機関で

す。そのセルンがお金を出して、アルスと連携をして、科学者と

芸術家が連携するための賞を作り、アーティスト・イン・レジデ

ンスプログラムを作った。アルスが担当してアーティストを一人

選び、100 万円くらいの賞金をつけて、アーツアットセルンに３ヶ

月滞在してもらって、作品を作ってもらう。大事なのが、セルン

は物理学者を用意して、芸術家は一緒に行動するのです。芸術家

と物理学者が両方、同じ目線で交流をするというのが一番の特徴

で、それを８年くらい前からずっとやっていて、高い評価を得て

いる。いくつかポイントがあると思うのですが、スイスの中でも

セルンは、外から見ると世界的に有名な機関なのですけれど、

ジュネーブの中ではそんなに繋がりがなかったのです。要するに

地域連携の課題があって、ジュネーブのなかでやや孤立していた

研究機関だったセルンと地元が連携して、話がしやすくなったと

いう事例としても評価されています。 

次に、山口県の事例があります。そこの一番の売りは、メディア

アーティストの作品制作を支援する部隊がある。５人ほどいるの

ですが、彼らは全員エンジニアで、アーティストがこれ作りたい

というと、わかりました、といって作ってくれます。すごくテク



 

ニカルなスタッフが常駐していて、アーティトの夢を叶えると。

ここである作品を作って、パッケージ化されて、世界中を巡った

という話がたくさんあります。有名な作品だけど、ここで初めて

展示されたというのがたくさんあって、作品支援することが売り

になっています。課題は、これだけ世界的に有名になった機関で

ありながら、山口市内の評価は高くないということなのです。な

ので、非常に高いレベルのアートを支援するということと、地元

の支援があるということは、そんなに簡単に両立しない。やは

り、市民からみると、なんだかよくわからないアートがあると

ずっと見られていて、それが 15 年経ちましたが、それほど変わっ

ていない。 

次のページが、これはつくば市の事例です。「つくばサイエン

ス・ハッカソン」という名前で、２ヶ月前の５月に展示を行いま

した。これはG20関連企画として実施しまして、大変うまくいきま

した。うまくいった理由は、研究者と芸術家がタッグを組んで作

品制作を行ったのです。そのときに研究者側がすごくわかりやす

く研究成果を紹介し、かつ芸術家側もそれをちゃんと受け入れ

て、うまく消化して作品にすることができた。この一連の流れが

うまくかみ合う形で実施することができたので、今まで聞いた中

でも一番うまくいった事例かなと思います。なので、これは文化

芸術の一環としてちゃんとケアするべきかと思っています。 

次のページは、私が関わっている企画なのですが。来年２月に

「つくばミニメイカーフェア」という、物作りが好きな人が集

まって展示をする祭典があります。物作りをする人が中心なので

すけれども、研究者にたくさん来てもらって、またその研究シー

ズを基にして事業化したいと考える人にも来てもらって、文化芸



 

術とスタートアップと科学技術が融合したようなイベントにしよ

うと思っていま進めています。メイカーという言葉は、５年くら

い前にアメリカでブームになりました。理由は、オバマ大統領

が、メイカー政策というのを考えたからなのです。ＳＴＥＭ教育

というのがありますが、この時代に生まれた言葉です。いわゆる

理系教育というやつです。エンジニアリングやマセマティックが

大事だということで、そのなかの一環で、全小学校に３D プリンタ

を設置しようという話がありました。その象徴的イベントという

のが、この「ホワイトハウスメイカーフェア」というもので、メ

イカーフェアをホワイトハウスに誘致して実施したという事例が

あります。それを皮切りに、全小学校に３ D プリンタを導入する

とか、ＳＴＥＭ教育を実施するとかそういったことが行われた。

ＳＴＥＭ教育プラス、アートというのは、いまはＳＴＥＡＭ教育

という名前がついていますが、すごく世界的な流れなので、非常

に良いかなと思っています。つくばにはメイカースペースは実は

ないのです。ファブラボつくばがありまして、そういう小規模な

メイカースペースというのが、あちらこちらにあって、それは筑

波大の中にもありますし、各研究機関にもあって、作るのには

困ってはいない。だからこそたぶん無いのだと思うのですが、で

もそれは、ややもったいないことです。いろんな人が集まって行

き来するから情報交換が生まれます。物作りするための場なので

すが、それだけでなくそこにいろんな人が集まって、話しが出来

る。つまりコミュニティの役割があるというのが大事な点で、そ

ういう意味では、つくばにメイカースペースがあるのは望ましい

のではないかなと思います。以上です。 

 



 

太田会長： ありがとうございました。関連したご意見はありますか。 

 

仏山委員： つくばサイエンス・ハッカソンは、私も見ました。大変面白かっ

たです。科学と芸術を掛け合わせる、あるいは、芸術と他の分野

を掛け合わせる。それはトータルに考えると、いろんな方がい

らっしゃると思いますが、つくばで科学と芸術を掛け合わせると

いうのは現在の課題ではないかなと思いますね。 

 

太田会長： サイエンスということで考えていくと、田水山小学校の理科室と

か家庭科室とか、サイエンスと家庭科とか、サイエンスをキー

ワードとしてアートと掛け合わせることで、アートとして何かが

生まれるという発想もあるかもしれませんね。 

 

柳瀬委員： サイエンス・ハッカソンは、それぞれが持っている研究費のなか

でやっているのですか？ 

 

江渡委員： 今回は市の予算と聞いていますが、理想形はそれですね。各研究

機関はそれぞれ研究予算があって、その多くは研究予算への交付

ですが、広報分野の交付もある。そのなかの一部として、こう

いった取り組みにお金を使うのが理想です。それがどうすれば実

現できるのかはわかりませんが、可能になれば、相互連携のモデ

ルとして理想的だと思いますね。 

 

柳瀬委員： というのは、経産省からはお金がたくさん出るけど、文化庁から

持ってくるよりは経産省のほうがお金あるし、成長戦略と言えば

お金が出てくるのかな、なんて思うのですけれど。そういう連携



 

ができれば。 

 

江渡委員： 国交省からお金がでることもありますね。越後妻有アートトリエ

ンナーレは、国交省からお金が出ています。 

 

三浦委員： あの、メーカー・スペースというのは、つくばにあるシェアラボ

や、アップつくばとは、また違ったモノなのですか？ 

 

江渡委員： コワーキングスペースですね。似たような場所で、そこに物作り

の道具があるかどうかの違いですね。 

 

三浦委員： 東京に、実際こういうものはありますよね。つくばにはまだない

のでしょうかね。 

 

江渡委員： ファブラボつくばがありますね。それが筑波大の近くにあります

が、現在休眠状態です。 

 

三浦委員： 民間ですか？ 

 

江渡委員： それは民間ですね。 

 

柳瀬委員： すみません。企業のなかで、こういったテーマに絡んでいくとい

う可能性はあるのですか？ そういった開発部のような部署があ

るかと思いますが。 

 

関委員（代理）：プロダクト、いわゆる製造や作るところであれば、つくばには研



 

究機関が非常に多くありますし、そういうモノを作りたいという

ニーズはあると思います。そこをコーディネートしていくという

ことになれば、我々企業も協力できる部分があるのかなと思いま

す。 

 

太田会長： ようするに、産官学の連携ということですね。 

 

仏山委員： つくばサイエンス・ハッカソンで集められた研究者はどういうふ

うに集められた方々ですか？もともとグループでやっていたと

か、それともこのために集められたのですか？ 

 

江渡委員： 研究者も芸術家の方々も、サイエンス・ハッカソンのために集め

られた方々です。 

 

仏山委員： その選考というのはありますか？ 

 

江渡委員： 一部分は行いました。まず、科学者については市役所も関わって

声掛けをし、科学者が確定後に委託した企業が適性のあるアー

ティストに声掛けをした形です。 

 

柳瀬委員： ディレクターがいたのですか？ 

 

江渡委員： 企業に委託してやっていますので、その企業のなかにディレク

ターがいます。 

 

柳瀬委員： やはりディレクターが大事で、どういうふうに作っていくかとい



 

う。プロデューサーとディレクターってやはり違っていて、ディ

レクターは方向を決めて、プロデューサーがそれを作っていく。

ディレクターがハッキリしないといけない。 

 

江渡委員： サイエンス・ハッカソンは、都内の優秀な企業に委託をして、そ

こでできた。そこが、つくばの中にちゃんとないと、都内に発注

するというのは、今後も続くと思います。ディレクターがつくば

にいて、ちゃんと研究者と芸術家を結びつけられれば、成功まで

近づけるのではないかと思います。 

 

仏山委員： それは拠点のなかにそういう人物を常時おくということですか。 

 

江渡委員： そこにずっといる管理者と、ディレクターは、違う役割だと思う

ので、切り離したほうがいいと思うのですけれど、ニュアンスと

してはそういうことですね。 

 

柳瀬委員： ですから、今回のケースにしても、ディレクターがきちんとプロ

グラムを持ち込んでくれて、田水山でプロジェクトとして、いろ

んな事を展開できれば。そういう可能性を開いていければと思い

ますね。その時に、そういうソフト面にハード面が耐えられるか

どうか。工作室を用意できるかとか、電気 200 ボルト欲しいけど

200ボルト無いだとか。指定管理の話が先ほど出ましたけど、ソフ

トを持たない指定管理だと役に立たない。建物の管理だけじゃな

いですから。やはり専門性のある、ソフトを持ったところが受け

ないといけない。それを育てるのか、たとえば財団が受けるの

か、職員をどうするのかというところ、具体的なところが成功の



 

鍵だと思います。 

 

赤松委員： 柳瀬委員がおっしゃるように、ハードが耐えうるかということは

あって。例えば、東京の廃校を利用した施設も、新宿の花伝舎と

いうところは、稽古はできるけど公演はできない。また、別のと

ころで、公演には電気を使うのですけど、体育館だけは公演がで

きる、というような所もあります。今は無くなってしまったんで

すが、豊島区にあった、にしすがも創造舎という蜷川幸雄が公演

した所もありました。そういうふうに、どのくらい何ができる

か、という、コンセプトに関わってくる所かなと思いました。 

 

太田会長： いわゆるランニングコストですかね。人のコスト、モノのコス

ト、事のコスト、いろいろと考えますよね。 

 

柳瀬委員： ギャラリーを作るにしても、調光や湿度の関係で飾れない絵が出

てきてしまうとなると、市民ギャラリーと一緒になってしまう。

それをそこまできちんとやるのかですよね。ある程度想定しない

と。 

 

仏山委員： 田水山にするにしても、改修をする段階からディレクターいたほ

うがいいですね。アーツ千代田は、ここで展示したい、と思うよ

うなスペースがちゃんと作っているのです。だから展示ができ

る。ここでイベントしたいとか。そういうディレクションが必要

です。熊本に熊本市現代美術館というのがあるのですが、そのコ

ンセプトが「ホーム」。そこは床を張る一枚の板から、最初から

ディレクションをしていた。当初の予定を変更されるなど、結構



 

揉めたらしいのですが。そういった、始まりからやれると良い。 

 

柳瀬委員： 京都美術館も、現代アートの展示に耐えうる改修を行って、レベ

ルの高いものになりましたよね。 

 

宇津野委員： いまの、専門性ということがありますけど、やはりプロポーザル

で選定を考えているのですか？ 

 

事 務 局： 一般的にはプロポーザルになるかと思いますが、そこのところも

最終的には皆さんのご意見を伺えればと思います。先ほどから話

をされている、ハード面、ソフト面の問題、何を中に持ってくる

かなど、すべてを盛り込むことは難しいですし、ある程度、ディ

レクターに任せながら、というのは必要かなと考えています。 

 

太田会長： そろそろディレクターを探して進めていく、ことですかね。どな

たか、いらっしゃれば推薦いただいても。 

 

事 務 局： ご意見や案があれば、この場で無くても、電話やメールなどでも

構いませんので、情報いただければと思います。 

 

江渡委員： 外から連れてくるというのも案としては考えられるのですか？ 

つくばの中ではない方。 

 

事 務 局： そうですね。いろいろな案があると思うので、確実に今、決定と

いうことではないですが。委員の皆様から頂いた意見を報告し、

フィードバックしていければと。 



 

 

柳瀬委員： しかし予算がつかないと、なにもできないですよね。 

 

事 務 局： そうですね。予算の面では厳しいところもあります。しかし、そ

れはそれとして、一気には形作れなくとも、一つずつ、形にして

いきたいと考えています。 

 

柳瀬委員： 守屋さんから、スポーツが学校単位ではなく、地域スポーツにだ

んだんなってきているというお話がありました。文化芸術の領域

でも、学校に演劇部がない、吹奏楽部なども人数が減っている、

美術部もない、という状況があります。芸術活動が学校でできな

くなってきている。そうなってきたときは、もう学校外部活動の

ように、地域に転換しないと、活動など出来なくなってしまいま

す。こういう拠点というのは、教育関係・学校からもニーズはす

ごくあると思いますね。 

      では放課後、子ども達が田水山に通って来られるか、いうのは少

し難しいですけども。サマーキャンプをやるとか、いま筑波大で

やっている「アート・デイキャンプ」を田水山でやるとか、そう

いう試みはやってほしいですね。本当に、そのニーズはすごくあ

ります。 

       筑波大の芸術の学生さんは、関彰さんのスタジオ S で制作され

たりしているけれど、まだまだニーズには十分には応えきれない

でしょう？ 

 

関委員（代理）：そうですね。我々もクオリティをより高くするために、改修工事

をして、照明などの環境整備をやっています。 



 

 

赤松委員： 話は戻るのですが。太田先生は地元の方にこの場でご意見を聞い

てみては、と仰いましたが、私も賛成です。 

 

太田会長： 芸術をやるのなら、地域の方に納得してもらえるようなモノを作

らないといけないし、意向を汲みながらやっていきたいですよ

ね。 

 

相澤委員： つくばは６町村が集まって出来た市で、それぞれ歴史や文化があ

りますが、田水山はどちらかというと旧筑波地区です。筑波の歴

史をある程度知っている方にお話しを聞いて、地域の成り立ちな

ど、あくまでも地元の方にしかわからない意見・話を聞かないと

いけない。一つの事業をやるには、やはり地元の意見をきかない

と、なかなか難しいですね。 

 

江渡委員： こういうことができるのかどうか、わからないですけど。一度、

この会議を、田水山小学校でやると良いのではないかと。我々も

全員そちらに行って、可能であれば聴講可能にして、地元の方も

聞いていただければ、PR にもなるのではないでしょうか。 

 

太田会長： 良いですね。次回、どうでしょう。田水山でやってみては。 

 

事 務 局： ご意見いただきましたので、地元の方とも相談のうえ対応してい

きたいと思います。 

 

江渡委員：さっきの話に戻りますが、つくばのなかの科学技術や他の所と連



 

携する際に、科学技術振興課との連携を、という話になってくる

かと思いますが、そことあらかじめ話をしておく、というような

ことは、やられたりしますか？ そういったことはした方が良い

のではないかなと思いますが。 

 

事 務 局： ええ、おっしゃるように、市の窓口としては科学技術振興課が間

に入って、連携していければ。 

 

柳瀬委員： 文化芸術課から科学技術振興課に、サイエンスカフェなどをやろ

うと、オファーをしてみても良いかもしれませんね。 

 

事 務 局： そうですね。先に事例を作っていくのもあっていいかもしれませ

ん。丁寧に進行していくところと、小さな成功事例を作っていく

ところと。両方、良いと思います。 

 

太田会長： それでは、今日は、３つのコンセプトから多くの意見がでまし

た。また、進め方に関しても良いご意見がたくさん出たかと思い

ます。ありがとうございます。また、次の会議で話を進めていき

たいと思います。それでは、事務局よりお願いいたします。 

 

（2）その他 

・今後のスケジュールについて 

事 務 局： 今後のスケジュールについて、事務局からお知らせいたします。

今回、ご意見いただいた内容を含め、また、地元の方を交えての

話をするのかという点も踏まえて、持ち帰らせていただきます。 

また、田水山の話とは別に、新しい芸術支援制度の件につきまし



 

ても、今後ご意見伺えればと考えています。次回の文化芸術審議

会 は、「支援制度の内容について」を議題とさせていただき、今

回の文化芸術創造拠点と並行し、進めていく予定です。 

次回会議の日程は、９月６日金曜日を予定しています。今回の話

がどうなったかという点も踏まえて、皆様にはメールでご連絡さ

せていただきます。  

 

太田会長： どうもありがとうございました。最後になりますが、ご質問など

ありますか。無いようでしたら、以上で、今日の議事を終了しま

す。では、事務局に戻します。 

 

事 務 局： はい。それでは皆様、長時間にわたり、貴重なご意見をいただ

き、誠にありがとうございました。これからも引き続き、お力を

お貸しいただければと思います。それでは、これをもちまして、

閉会とさせていただきます。本日はどうも、ありがとうございま

した。 

 

以上 

 

 



第６回つくば市文化芸術審議会次第 
 

 
                                   日 時  令和元年７月２日（火）14 時 00 分 
                                   場 所 つくば市役所 コミュニティ棟会議室３ 

                                         
 
１．開 会                                                                  
                                                                        
２．議 事 
 

（１） 「文化芸術創造拠点の形成」（廃校利用）について 
    

   ア コンセプトについて 

 

   イ 運営形態について 

 

   ウ 具体的な利活用方法について 
 

（２） その他 
                                 

                                                                        
３．閉 会                                                              
 
 
 

 



２ 先進地事例

1

文化芸術創造拠点

１ 概要と目的

つくば市では、2018年度に「文化芸術推進基本計画」を策定し、「アートで編む」の基本理念の

もと、文化芸術によるまちづくりに取り組んでいる。その施策の一つが文化芸術創造拠点の形

成となる。

（１）文化芸術創造拠点の必要性と目的

つくば市は、研究機関や文化施設、豊富な自然があり、多様な文化と伝統、最先端の科学技

術が共存するまちである。しかし、市民意識調査からは、それぞれの文化芸術活動の連携が不

足しているとの見方が強く、街の特色を魅力に繋げられていないという現状がみえる。つくばに

は、多様な文化の土壌はあるものの、分野を超えた連携に課題があり、各分野を横断し、繋げ、

新しい価値観を生み出す場が重要となる。

文化芸術というツールを通して、教育機関・公共施設・地域と連携した、自発的かつ持続可能

な拠点を作っていくことが、文化芸術創造拠点設立の目的となる。

（２）廃校活用のメリット

廃校活用のメリットは、予算的な利点だけではなく、学校は地域の象徴的な施設であり、学校

に新たな価値を生み出すことは、地域の活力につながる。歴史を繋げ、人々の繋がりを「編む」

ことが廃校を活用する理由としてあげられる。

アートプロ
ジェクト

（行政）

（１）地方型廃校

「もりや学びの里」（資料1-1）

地域の要望を取り入れ、生涯学習施設とし

て設立。市民が利用するコミュニティスペー

スであると同時に、茨城県のアーティスト・イ

ンレジデンス事業の拠点としての役割をもつ。

もりや学びの里

行政

運営 入居（無償）

利活用検討
時から参入

官営のコミュニティースペース

評価

アーツ千代田3331

評議委員会

運営

委嘱
行政

民間業者 貸付

賃料

都市の「クリエイティブ・エンジン」

（２）都市型廃校

「アーツ千代田3331」（資料1-2）

「千代田アートスクエア構想の提言」に基

づいて設立された、文化芸術拠点。管理運

営は自治体が民間の専門業者と賃貸契約を

結び、民間業者が運営している。

アーカスプロジェクト
（茨城県）



２

４ 今後のスケジュール

５ 地元説明会

先進地事例の視察から、各施

設の成功した点や課題が見えて

きた。それらを参考に、上記の３

点の要素をふまえた、つくば市の

施設設立方針を定めていきたい。

図１のように、様々な人々が関

わり合い、「みんなで作っていく」

ことを目指す。民間企業あるいは

NPO法人を運営主体に据えるこ

とで、官営では実現できないよう

な自由度の高い施設を実現する。

３ つくば市に必要な文化芸術創造拠点

●つくばらしさを体感できる ●子供も大人も楽しめる

●関わる人全員で育てていく

図１ 運営形態（案）

文化芸術拠点

行政

企業・
ＮＰＯ法人

自治会

大学

審議会

運営活用

要望

管理
委託

委託

協力

提言委嘱

評価

管理
協力

地元説明会

設計作成

工事設計

構想作成

工事

利活用開始

利活用提案・決定

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

プロポーザル
募集

公有地利活用
方針検討会

2018年11月15日「筑波地区学校跡地の利活用提案に関する意見交換会」を実施。

住民の意見
・講座等を開ける交流センターのような施設を望む。地域
には耕作田もあり農業体験できるような施設にしたい。

→現状、筑波交流センターがあり、同等の施設設立は難しい。
今後、説明会を開催するなど地元に理解を求めていく。

地域住民の希望として、「生涯学習施設」

「地域交流センター機能を持った施設」を望

む声がある。住民の意見を尊重しつつ、市

が掲げる「文化芸術創造拠点」の方針を丁

寧に説明していくことが必要である。

2019年度は、施設設立の方針や運営方法、また具体的にどの

ような部屋や設備を設置していくかを、「文化芸術審議会」の委

員の皆様にご意見をいただきながら検討し、構想を固めていく。

地域意見との調整



先進地事例①

【住所】守谷市板戸井２４１８ 【敷地面積】11,241.66㎡

【建物】構造鉄筋コンクリート造 地上２階建

【延床面積】3,364.82㎡

【財源】 整備:守谷市一般財源(1億7,000万円)

運営維持管理:守谷市一般財源(1,200万円/年)

【利用者数】1,530団体 、30,000人(平成29年度)

もりや学びの里

基本理念

「町民が世代を超えて利用できるコミュ二ティーゾーン」

行政のアーティスト・イン・レジデンス事業「アーカス・プロジェクト」の拠点として、「芸術課

との交流を図る」ことを施設設立当初の計画に盛り込んでいる。サークル活動等、市民の

施設利用と行政事業がうまく共存している。運営は行政が行う部分と専門業者へ委託する

部分とがある。アーティストはここに宿泊はしない。宿泊の利用については課題がある。

【一般貸出施設（一部）】（守谷市HP参考）
施設名 面積 料金（１時間） 備品など

体育館 540㎡ 150円
バレーボールコート1面、バトミントンコート2面、卓球台2台（ラケットはなし）、バスケットコート1面（練習用
ゴールは別に4つあり）

講座研修室 63㎡ 50円 長机8本、いす24脚（ロの字）で会議用に設営されている。

和室2 85.5㎡ 100円 座机8本、座布団30枚程度

和室3 108㎡ 100円 座机10本、座布団30枚程度

調理室 108㎡ 150円
調理台9台（ガスコンロ18台）、炊飯器4台、オーブンレンジ2台、鍋5個、おたま、フライ返しなどの調理器
具5セット程度、フライパン10個、包丁15,まな板10枚、その他食器類は20人分程度

創作工芸室 108㎡ 100円 作業台8台、いす40台程度、部屋内に流し（水道）有り

陶芸釜 1740円
陶芸釜については、1回の利用につき1740円。詳細の設備については生涯学習課：0297-45-1111(内線
274)へお問い合わせ。

音楽活動室 108㎡ 100円 グランドピアノ1台、ホワイトボード、机8台、いす50脚程度

バーベキュー
施設
（かまど）

1か所
6人まで

1か所50円

貸出備品：箸、網、鉄板、まな板、包丁、さいばし、はさみ、フライ返し、お皿、汁椀、コップ、スプーン、
フォークなど
利用するかたの準備物：食材、燃料、ゴミ袋、ふきん
注意事項：使用した備品は洗って返却いただきます。洗剤は準備しています。洗った後に食器などを拭く
物（ふきん）は持参。



先進地事例②

アーツ千代田3331

「都市のクリエイティブエンジン」

【住所】東京都千代田区神田６丁目11-14

【敷地面積】11,241.66㎡

【建物】鉄筋コンクリート造 地下１階地上４階

【延床面積】 延床面積／7239.91㎡(建築面積／2086.48㎡)

【財源】整備:千代田区一般財源(２億円) コマンドA（3,000万円）

運営維持管理:コマンドA

※使用料144万円/月 を千代田区に支払う

※600万円までの小規模修繕費は区が負担

【利用者数】811,203人(平成28年度)

ギャラリー、オフィス、レンタルスペース、フリースペース、屋上菜園、カフェ等を要する

アート複合施設。多くの人々が訪れ、活気ある様子。コマンドAによる民営のアート施設で

あり、「千代田アートスクエア構想の提言」に基づいて千代田区とコマンドAが賃貸借契約

を結び、「文化芸術拠点」として管理運営を行なっている。施設の一部が地域の町内会の

公民館を兼ねるなど、コミュニティ施設としての役割も担っている。施設修繕や千代田区と

の賃貸契約年数（５年では長期的な時業計画がたてられない）等については課題がある。

【一般貸出施設（一部）】（アーツ千代田3331HP参考）
施設名 面積 料金 備品など

体育館 622㎡ 123,500円
（平日13:00-15:00）

収容可人数450人。電気容量20Ａ×５。大音量不可。
巨大スクリーン（ステージ背面部）、パイプ椅子400脚、会議テーブル２台、スピーカーセット１台

コミュニティ
スペース

132㎡ 62,000円
（平日13:00-21:00）

収容人数70人。エアコン、スポットライトあり。
パイプ椅子100脚、木製机２台、音響設備一式、ＤＬＰプロジェクター

ラウンジ 60㎡ 42,000円
(平日13:00-21:00）

収容人数40人エアコン、バーカウンター、二層シンク、クッキングヒーター２台、冷蔵庫あり。
音響設備一式、椅子40脚、木製机４台、

会議室 19㎡ 2,000円（/時間） 収容人数10人。木椅子10脚、会議テーブル２台、ホワイトボード１つ、姿見１台。エアコン完備。

Ｂ104 98㎡ 250,000円
（/１週間）

地下１階にあるギャラリースペース。収容人数50人。基本１週間からのレンタル。
エアコンあり。脚立１台、台車１台、会議テーブル２台、椅子50脚。

屋上オーガニック
菜園

４㎡（一区画） 7,200円(/月)
主な菜園道具は無料で貸し出し。週２回、スタッフによる水やりサービスあり。
月に１回、オーガニック菜園専門のスタッフによるレクチャーあり。



田水山小学校 基本情報

２ 主要建物

（１）教室棟

【竣工年】昭和54年

【構造】鉄筋コンクリート造

【階数】地上3階

【延床面積】1,703㎡

【耐震性能】Is値0.57 

（２）屋内運動場

【竣工年】昭和62年

【構造】鉄骨造

【階数】地上2階

【延床面積】 564㎡

【耐震性能】 新耐震

【所在地】

つくば市水守620番地

【敷地面積】

11,777㎡

【建蔽率】

60%

【容積率】

200%

【都市計画区分】

市街化調整区域

【アクセス】

常磐道土浦北ICから約15㎞

TXつくば駅から約12㎞

１ 敷地情報

３ 施設

普通教室:８ 職員室:1 校長室:1 保健室:1 家庭科室:1 理科室:1 資料室:1
配膳室:1 図書室:1 図工室:1 音楽室:1 教材室:２ 多目的室:1 放送室:1
コンピューター室:１ 運動場:１ プール:１ 体育館:１ 駐車場
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第6回つくば市文化芸術審議会2019.07.02  1

つくば市における「文化芸術創造拠点の形成」について

江渡浩一郎　メディアアーティスト 
産業技術総合研究所 人間拡張研究センター 主任研究員 
慶應義塾大学SFC 特別招聘教授 
2019-07-02火 14:00～ 第6回つくば市文化芸術審議会＠つくば市役所コミュニティ棟１階会議室３
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サマリー：アルスとArts@CERNを参考に科学者と芸術家の連携の場を作るべき

 2

ゴールイメージの共有：ありうるべき未来像を定め、バックキャストで目標設定すべき 
懸案であり実現していなかった未来像は、「科学者と一般の人が協働で社会を作ること」である 
その未来像から逆算し、どのような役割を果すべきかを考え、拠点形成すべき 

目的設定：科学者が芸術を学び、芸術家が科学を学ぶ、協働の社 
ここでの科学や芸術は広く一般の意味であり、論理性（産業、工業等）と感性（STEAM教育、ものづくり、
体育運動等）を連携させるという意味である。 

トータルでの設計が鍵。縦割りにしてはならない。 
拠点形成、人材育成、事業実施（イベント、展示、教育普及、賞）などを連携させて実施するべき。 
これを制度的に実現する方法は、新組織の立ち上げである。 
7年程度の時限をきって、自ら参加を望む人のみで新組織を立ち上げるべきである。 

もともと地域にあった取り組みを重視すべき。 
たとえば矢田部の「からくり伊賀七」のような事例をもとに「現代の伊賀七」をテーマとするのはどうか。

飯塚伊賀七によるからくりを復元した事例 
Photo: Miyuki Meinaka
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リンツ市によるメディアアート拠点は、大規模に市民を巻き込むこと
に成功している。 
・約40年前、1979年、ブルックナー音楽祭の一部として開始。 
・1987年、アルス・エレクトロニカ賞開始。ピーター・ヴァイベルの采配によって、極めてレベ
ルの高い芸術の賞と認知される。「メディアアートのオスカー」という評価が定まる。 
日本人受賞者：藤幡正樹、坂本龍一＋岩井俊雄、池田亮司、刀根康尚、三輪眞弘、他多数 
・1996年、アルス・エレクトロニカ・センター開館。研究を行なうフューチャーラボが設置。 
・資金面では、リンツ市の施設として運営。他に、寄附およびコンサルティング費がある。 
・日本とのつながりは深い（スタッフのうち2名が日本人。博報堂が代理店となり、「アート思考」としてコンサルティン
グを進めている。スポンサードの日本の比重は高い。） 

人口約20万人のリンツに、毎年約10万人が訪問。 
ベンツ、インテル、NTT等が共同研究。 

Ars Electronica Center（オーストリア・リンツ）：世界最大のメディアアート拠点

 3

筆者との関わり： 
1997年、「sensorium」チームとしてグランプリを受賞。 
1997年、坂本龍一＋岩井俊雄チームとしてグランプリを受賞。 
1997年、「WebHopper」が常設展示物となる。 
1998年、「SoundCreatures」で栄誉賞受賞。 
2013年、「ニコニコ学会β」にて栄誉賞受賞。

事例：2018年、韓国オリンピックでドローンのパフォーマンス
が話題となった。これは、2012年からアルス・フューチャーラ
ボとインテルが共同で開発を続けてきたものである。
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欧州原子核研究機構（CERN）が、先端科学の普及のために、 
メディアアートなど現代美術の力を全面的に借りる場を構築した 
2011年からアーティストインレジデンスを開始。アルス・エレクトロニカが賞の
一環として毎年1名選出。受賞者は、賞金1万ユーロと3ヶ月の滞在制作。 
受賞者：Julius von Bismarck, Gilles Jobin, ビル・フォンタナ、池田亮司 
・物理学者がインスピレーションパートナーとなり、アーティストと対話する。 
・アーティストは公開講座を行なう。相互に理解を促す仕組みがある。 
・発案したAriane Koek氏は元BBCのプロデューサー。アートサイエンス連携の専門家。 
[1] Koek, Ariane. "In/visible: the inside story of the making of Arts at CERN.”  http://www.arianekoek.com/files/pdf/ariane-koek-0345127001540820675.pdf 
[2] https://www.wipo.int/wipo_magazine/en/2014/04/article_0007.html 

ジュネーブの中で孤立した研究機関と見られていたCERNを、地域に接続する役
割も果した。 
資金は、市などの機関から。2010～2015年で、410万CHF（約45億円）を調達。 
科学者とアーティストの共創を仕組みとして仕掛けて成功した希有な
事例であり、ぜひ参考にするべき。

Arts@CERN：アルスとCERNがタッグを組んた科学者と芸術家の連携の場

 4
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図書館とメディアアート専門の美術館が融合した文化施設として、
2003年11月に開館。アーティストの滞在制作を重視する。 
内部に「YCAMインターラボ」という制作支援部隊が常駐。芸術家が希望する作
品制作を支援。ここで初展示し、世界ツアーを行った事例は多数存在する。 
例：坂本龍一+高谷史郎、 池田亮司、ダムタイプ、カールステン・ニコライ、その他多数 

課題としては、地元文化との関わりが薄かったこと。 

山口情報芸術センター［YCAM］（山口県山口市）：メディアアーティストの「夢」をかなえるメディアアートの聖地

 5

筆者との関わり： 
2006年「Modulobe」の展示。 
2013年、YCAM10周年記念展にて国際
コンペの審査員。 
2013年、集合知とアート研究を展示。 
2015～2019年、「未来の山口の運動会」
を開催。
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研究者とアーティストが組で作品制作をする事業 
G20茨城つくば貿易・デジタル経済大臣会合開催記念事業として開催。 
イベント3回。DAY1、顔合わせ。DAY2、制作内容を検討。DAY3、展示方法の検討。 
研究者：芝原暁彦、大森裕子、望山洋、郡司芽久 
アーティスト：くろやなぎてっぺい、川崎和也、齋藤帆奈、GADARA 
アドバイザー：岩田洋夫、江渡浩一郎 
[1] https://www.city.tsukuba.lg.jp/shisei/oshirase/1006777.html 

結果としては、大変うまくいった。今後も続ける意義がある。 
1. 意欲のある研究者が集まった。時間をとってつきあう必要があり、それを行える研究者が集まった。選定には工夫を要
したはず。 
2. 実力のあるアーティストが集まった。公募制ではなく、科学をアートにする知見のある人を集めた。 

今後の展開で期待すること。 
・今回は研究者個人に焦点を当てたが、できれば研究所の取り組みとして協力が得られると良い。 
・滞在場所。今回は、各アーティストは都内に持ち帰って作業した。作品制作の場そのものが研究所付近に位置し、研究
者との交流がより深まるといいのではないか。 
・成功の要因として、実績ある企業がファシリテーターとして入ったことが大きい。今後は、コーディネーター人材がつ
くばから生まれる体制が望まれる。 

つくば市の事例：つくばサイエンスハッカソン（2019.5.10～19＠さくら民家園）

 6
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研究者主体の、文化芸術＋科学技術＋スタートアップのためのフラッグシップイベント 
主催：TMMF実行委員会（任意団体、つくばの研究者・起業家が主体） 
事務局：つくばグローバル・イノベーション推進機構（TGI）　　共催：株式会社オライリー・ジャパン、つくば市 
入場無料。出展料無料。商用出展有料。費用はスポンサードで賄う想定。 
「冠チャレンジ」というコンテスト企画を検討。あるテーマでものづくりをしてもらう。テーマはスポンサーが指定。 

つくばに、メイカースペースを作ろう 
Maker Faireは「メイカームーブメント」の震源地である。2014年、オバマ大統領は「White House Maker 
Faire」を開催。その後、全小学校に3Dプリンターが設置され、各地にメイカースペースが誕生した。 
各研究所には工房があり、3Dプリンタを用いた取り組みを行なう小学校もある。 
だが、メイカースペースはコミュニティである。多様な人が一つの物理的な場を共有し、そこから言語化さ
れない知見が共有される。それこそが、メイカースペースの魅力である。

つくばミニメイカーフェア（2020.02.15～16＠つくばカピオ）：「つくる場＝つくば」がキャッチコピー

 7

2014年「White House Maker Faire」開催
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